
原の辻遺跡調査事務所調伝側出r.t ;n::1I集

原の辻遺跡

腕ーの11遺跡調礎研究4>11訓従報告曾

2005 

長崎県教育苦員 会



原の辻遺跡調査事務所調査報告書第31集

原 の辻遺跡

原の辻遺跡調査研究事業調査報告書









発刊にあたって

本書は毘庫補訪を受けて実施した 平成16年度原の辻遺跡謂査研究事業の報告書で

す。

原の辻遺跡は，弥生時代を代表する環j豪集落であり，日本最吉の船着き場遺構を始

め，大擦や輯鮮半島との交流を物語る数多くの貴重な遺物が出土しています。壱岐島

内における同時代の遺跡と比較すると，遺物の費や量，および遺跡の規模などすべて

の面で卓越した存在であるため 中国の産史書 f諜志日委人伝に記載されたr-̂ 支国j

の王都と特定されました。 r委意志j倭人伝に記載された国々の中で，原の辻遺跡、のよ

うに中心域が特定された開;土地に無く，非常に学箭的な髄値の高い遺跡と言えます。

このため，平成9年 9月に国史跡，平成12年11月には匡i持制史跡の指定を受けました。

本年度の範商薙認調査は，台地上の原地l~> 高元地区と，台地北東部の石田高原地

[Rで実施しました。涼地区では祭儀場南端部の講査を行ない，昨年度の調査で問題提

起されていた遣講群の変遷について すおの結論を示すこととごとりました。高元地包

では，南北に約200mのトレンチを設定し，若盤まで掘り下げたことにより，台地上

における遺構面の深さと土層の堆積状況が明らかとなり，当時の地形の復元を試みる

ことができました。石田高器地区では，平成 5年の緊急発掘調査で発見されていた環

濠の延長部分が検出され その他の新たな環濠の存在も確認できました。

このように，調査の進展にともなって次々に新たな発見があり，原の辻遣部の姿が

より具体的に明らかになってきました。今段 これらの調査成果を保存整備にも取り

入れて広く公開し，地域の皆様により親しまれる遺跡となるよう心掛けていかねばな

らないと考えています。

本書:が学街資料として活罰されるとともに 文化財への理解を深めるために役立て

ていただければ幸いですっ

平成17年 3月25日

長崎県教育委員会教育長 立石 暁
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上遺跡の立地と環境

掠の辻遺誌は，玄界灘に浮かぶ東i西約15km，南北約17km，総面額約138kmの壱岐島の東南部にあり，

島の南簡を西から東にかけて緩やかに詫れる騒鉾JIIの河口部に位遣する。そこは現在， r深江民毘J

とi呼ばれる穀倉地帯となっており，干拓を伴わない沖讃平野としてi丈島内はもとより長崎県内でも

鑓 A の広さを持つ。行設立分に従えば，原の辻遺跡は壱岐市芦:i2lflff深江鶴亀散を中心として，芦辺町

王子触。石田可右自茜触などの 2箆J6離にまたがる。壱較では古くから農村のことを「鵠J，語、村

のことを「浦j と呼ぴ集濯を註分してきたがヲその名残から今でも行政名称に「書記日記が寵われ

ている。

平成16年3月1日，郷ノ浦町，勝本町，芦辺密J，石田町の 4軒が合併して新たに壱蚊市が誕生したc

今日， r平成の大台許jといわれる全間的な合併ラッシュの流れに沿ったものであるが，壱i技島の行

政亘分はこれまでも中央の施築を受け，幾度も改変されてきた。以下，授史的な変遷を概観してみよ

つ。

壱出支島がl:t閣の藍史書 f重量志Jl1委人伝に登場する大国J(一支国の誤記と考えられる)に相当

することは思知の通りであるが，正式に行政区分されたの辻 7世紀後半以降のことである。すをわち

律令制震の制定によって全国は「盟Jr郡Jr塁jに分けられ，対馬i去とともに西海道11屈の中のひと

つに数えられることになった壱自支出には，石田郡と壱岐郡の 2郡が設置された。辺境の小さな島であ

りながら一回に遇せられた理由は，その立地にあろう。壱!技島;こは島中央部の亀石地誌をや心に，全

長91mの大型前方後円墳で、ある双六古墳をはじめ，長時保全{本の60%以上の古墳が存在するっそれら

は築造年代が6世紀後半以降に偏ることや， 1':I案の規模と構造，及び副葬品の内容などから中央政権

との強い結びつきがあったことを想、設させる。また，白村江の戦いの翌年 (664年)には訪人と蜂が

おかれたことカ"H3 に記されている G 壱蚊冨辻中央政官にとって国訪上の重要地点としてと

らえられていたのである。

対馬とi可様，大陸への中継地点でもあり，国境線でもあるという壱岐高の立地誌 9 戦乱による多く

の悲劇を生み出した。 1019年の女真族の襲来{万伊の入冠)や1274年と1281年の 2震にわたる蒙古の

襲来(元軍入さらに拭南北朝から戦国時代にかけての松浦党諸氏や波多氏を中心とした鎮有権争い

などがそれで、ある c 近世に入ると壱岐島は平戸蕃松諸氏の支配下におかれることとなり，域代ととも

に藩から派遣された郡代が石田郡と壱蚊蔀を統治した。明治誰新期には一時平戸県となったものの，

間もなく長崎県にf井合され，明治11(1878)年に石田-壱岐2郡と22村に，明治29(1896)年にl土石

沼郡と壱岐部が合詳して壱岐部となった。戦後，昭和22(1947)年に壱岐部は武生水野f.勝本町・沼

海底Jの3町凌び、9村となったが，その後もいくつかの改変を経て，昭和45(1970)年にIB4可の枠制

となり， 34年後の平成16(2004)年に壱岐市が誕生した。

新生壱蚊市が抱える問題は多い。大都市博多とフェ 1)~- 2待問15分，ジェットブオイル 1時期で結よ

ばれている一方で，長崎県本土と直接つながる交通手段は革空畿のみであり，続空機と呼子フェリー
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の利用者を合計しでも博多一壱岐需の利用客数の半数にも満たない。このため，壱岐市は行政的には

長崎県に属するものの，経済的・文化的には詰問黒に依拠するところが非常に大きい。豊かな白熱環

境を活かした観光事業は島の重要な封源の 1つであり，平成15年には延べ数にして約66万人の観光客

が訪れているが，長吉iく不況の影響や，飽の観光地との競合などによりその数字は搾び'踏んでいる。

また 9 島外への移住も多い。[司勢議査によれば，平成2年に37，308人いた人口は平成12年で33，538入

にまで減少しており，人口最多で、あった昭和初年の約65%にまで落ち込んでいる。

その況か壱岐市の特設として，第 l次産業就業者が高いことがあげられる O 平成12年10月1任現在

の統計では，県平均の9.6%に対 L，m平均カ'26.8%となっており，中でも農業従事者の製合が高い。

これは壱岐島が，県内でもっとも農業の条件が整った地域だからであろう G 島のilli積に対する耕地の

割合は29%あり，県平均の13%，五島の 7%，対馬の1.5%を大きく凌駕している。基幹作物はi肉牛，

未，葉たばこで，涼の辻遺跡がある[深江由諒jでも，季節に応じたさまざまな作物や館料の栽培農

景を克ることができる。しかし，人口の減少と歩調を合わせる形で農家の戸数や農家人口も減少を続

けており，今後どのように島を活性化していくべきか，住民・行政ともに様々な模索をしているとこ

ろである(註1)0

以上述べてきたような立地環境にある壱蚊島は，玄界j轄の荒波と時代のうねりを受けながら，いくつ

かの転機を経て今日に至った。なぜこの島に大規模な集藩が存在したのか。弟、生人はこの島をどう活

用しようとしたのか。壱岐市の誕生は，これまで壱蚊島が歩んで、きた道のりとま音われた文化を再度見

つめ査す機会を与えている。ここで改めて原の辻遺跡、を中心とした壱l技島の歴史を振り返ってみよう O

壱蚊島における人類の最古の足跡は， 3万年前以降の後期間石器時代に認められる。 原の辻遺跡を

始め，内陸部の数箇所でナイフ形石器，台形石器，綿布ー核，細石刃などが見つかっている O そのほか

原の辻遺跡ではナウマン象の臼歯が発見されており，そういった大型動物を追って当時陸続きだった

壱岐へ人々が移動してきたことが想定されるが，現在のところ石器が共伴して出土した例はない。

続く縄文時代の遺勝は24ヶ所が知られている。それらは沿岸部に集中し，二「潮時にだけ姿をあらわ

す場合が多く， ドングリの昏蔵穴が発見された名切遺跡を除けば，どれも遺構は不明確である。具体

的な生活の解明は今誌の調査に委ねられているが，漁務:具などわずかに出土した遺物の状況から見れ

ば，環境の変化に柔軟に遺応 L，資源を積撞的に活用しようとした様子がうかがえる O この持代の集

落が安定して営まれていたとすれば，弥生時代の涼の辻;遺跡やカラカミ遺跡を築いた集閣との連続性

が考えられるが，弥生早期の突帯丈土器を出土した遺跡は名窃遺跡を含めた 3ヶ所に過ぎず，それら

も弥生前期には廃絶している。壱蚊島における本格的な集落の形成は，縄文時代とは号Ij系譜の集団に

よって行なわれたと考えるのが妥当であろう。

弥生時代の原の辻遺跡、に集落が形成されたのは前期後葉~末段階である。遺跡は平野部にi若から突

き出した標高 8m~18m ほどの低い台地と，その国密を取り巻く諜高 5mの低地部によって構成され

るが，これまでの調査で前期投葉~末の資料がまとまって出土しているのは台地北部とその題辺の低

地部である。問時期に集落の形成が始まったカラカミ遺誌は?島のや央部からに流れる刻沼産JII

~2~ 
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の北慨に位置しており，襟高80mの丘寵を取り [itlむ高地性薬落である。これまでの調査で， V字形

な漁携具，膨大な数の土器類や石器類に加え，金属製品やト骨などがrJl土しているが，

カラカミ遺跡の範聞は約 5ha程しかなく，毘の辻遺跡の方が集落形成の初期段i溶から規模が卓越し

ていた(註2)。

平成5年度より本格化した発掘調査によって範囲が約lOOhaにも及ぶことが判明した原の辻遺跡の
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最大の特徴は，台地の題関を幾重;にもめぐる環譲の存在と大陸から運ばれた豊富な鶴載品，及び船着

場の存在であろう。集落に環濠をめぐらす慣習は大陸から伝播したものであるが，大龍の飛ぴ

言える対罵.壱蚊を飛び、越えて北奇詰部sげ7九L外州iでで、いち平早A くj導草入されたC 原の辻遺捗で始めて環濠が掘寄せされ

たのはヲそれから 3 世紀ほど遅れた中期前葉段階である O 前期末~I:r期前半の時期，九ナトiから東海に

かけて全国的に集落が拡大する傾向が見られ，関東でも大型の集落が発生する。また，北部九州では

集落需に階愚構造が見え始め，中屈の史書に記載される[国jに該当する政治的な組織ができた

3 )。そのことを考え合わせれば，原の辻遺跡は北部九州のように集落の発展過程として居住域を拡

大させ，環濠を揺部したというよりも，比較的短期開のうちに一挙に壱故島の中での中核的存在とな

り，島内外に大きな影響力をもたらした計画性の強い集落であったと言えよう。台地の北西約300m

の低地認で発見された魁着場も中期前半には築かれており，数粗来工法という大陸痘移入のハイテク

技術を導入していることからも，原の辻遺跡の集落形成の背景には，それを可能にした豊富な経請力

と大きな政治的意躍が働いていたことを誰掛させる。これまで『貌志jf委人伝の中に登場する国々の

中で，その国の範囲と中核となる集落の存在が裏づけされた「国jはー支国以外に無いっ今議，援の

辻遺跡を中心としながらー支国がどのようなまとまりを持ったのか， reilJの実態語の解明が求めら

れる。

A 支国を考える上で，原の辻遺跡とカラカミ遺勝以外にもう 1つ重要な長落がある o 1播鉾JIIの上流

部に，原の辻遺鞍;から車線で約 5キロ離れた場所に位置する車出遺跡である。そこは f深江田原jに

次ぐ穀倉地帯となっており.近くには壱較鼻の宮とされる天手長男神社が鎮座する鉢形lUがそび、える。

謂査の結果，やはり環濠がめぐり，中期待I葉頃に集;落が形成されたことが判明している c 原の辻遺誌

と同じく，貨泉や方格競矩鏡など大陸との交易を7]"す遺物や祭記的な性格を持つ土器i留り， ト骨も出

しており，雨i吉野田iは類似、性が非常に強い。車出遺跡の調査はまだ部分的にとどまっており，その

規模や周辺遺跡との関連など，これから徐々に解明されていくであろう。

その他，壱岐島の最北端には天ヶ原遺跡、がある。集落遺跡ではなく，壱岐では 5点しか発見されて

いない錦矛のうちの 3点が同時にほぼ完全な形で、出土した遺跡である O 防波堤建設の工事件iに見つ

かったため，出土状況;土不明で、あるが?これまで120本を越す鋸矛が発見された対馬に最も近い場所

から出土していることを考えれば，競j毎安全を祈願して埋約されたものと考えられる。また，近くに

は奈良・平安時代に朝廷に献上するための干しアワぜの生産工場であったと考えられる串山ミルメ諒

遺封、があり，そこでは亀トも発克されている。

壱岐島は，小さな島でありながら，それぞれに銅性を持った豊富な

化期ーの宝庫jと呼ぶにふさわしい島である。

註

に恵まれており， r=文

(l )壱岐市の統計資料については長崎県壱蚊支庁[壱岐烏勢要覧J(2003 -2004)を参霞L

(2) 宮鯖貴夫[原の辻遺跡における歴史的契機についてJ(西海考古第4号， 2001年)

!3i 武末純一泊、生の村Jl日本史1)プレット 3，2002年)
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II.調査に至る経緯

j抵の辻遺跡は，明治37・38年頃に，当時小学校教員であった松本友雄によって発見された。松本は

原の辻遺跡での謁査成果を中央学界に撞極的に報告し，その後鴇田忠正やILrLJ府、太部が断続的に報告

を行い， )京の辻遺鯨の存在がf止に知られることとなっ

第二次世界大戦後の昭和26年~36年には，京都大学や九州大学を中心に組識された東亜考古学会に

よって，はじめて本格的な発掘講査が?子われた。この調査では，大量の祢生土器のほか各種鉄器類や

青銅器，韓半島系土器・楽j長系土器が出土したことから，輯鮮半島や大陸との関連性が指摘され，中

央学界の注自を集めた。しかし，地元への理解は設透しておらず，高度経済成長期には遺跡内でも娼

地から水田への転強が図られ，これに伴って遺罫の破壊が進むことになる。

こうした中，昭和49年の水田改良工事の際，偶然に翠棺墓や箱式石棺墓からなる墓域が検出された。

現在の石田高原地区に担当する。 50基以上からなるこれらの埋葬施設には，戦図式銅剣やトンボ、を

はじめ豊富な説葬品が納められ，有力集i苛の慕域として注呂された。しかし，それ以上に重要な成果

は，従来考えられていた遺跡の範囲が大きく広がる可能性を強く示唆した点にある。これを契機に，

昭和50年~52年度にかけて確認調査を実施することとなり，南北に伸び、る低台地上を中心に，やや南

関まで遺跡の範囲が広がることが確実となった。

平成にはしミると捧鉾JII流域総合整i詰事業が計画され，平成 3 年 ~4 年震の範囲確認議査を経て，

平成5年以降， {，丘地部を中心に正大な面積の発掘調査が実施されることとなる。これにより，低地部

に環譲を幾重にもめぐらす豆大環濠集落であることが判明するとともに，掛着き場罫など重要遺講の

発見も相次いだ。この一連の識査により，原の辻遺跡、の範囲が約100haにも及ぶ広大な面積を有する

ことカま明らかになったのである。

平成14年定以誇，涼の辻遺跡の集落構造の把握を目的とした調査研究事業に伴う発掘調査が継続的

に実施されている。対象地域は，祭儀場周辺から低台地上の北端部および東西低地部までにおよび，

竪穴住居や土;坑群・竪穴住賠群など遺講に関する'情報が蓄種するとともに，時期別の変遷についても

徐々に明らかになってきた。本年度は低台地上2カ所，北東能地部 1カ所の合計3地点の調査を行っ

た(第2関)0 i迂台地上では，遺跡の中担部分と目される祭儀場南端部の調査を行い，昨年度の調査

でその存在が指摘された思議状遺構の切り合い関係や構造の把揖を試みたり京地区)。また，同じく

低台地上では，弥生時代の!日地形の設元を目的として，南北約200mにわたって奈状の調査区を設け，

実擁した(高元地毘)c 北東f民地部では，平成 5年度調査区の周辺に調査を設け，

つながりや周辺での環譲群の東側への広がりについて検討を行った(石田高原地!R)

調査は，平成16年 5月17日~平成17年2月25f1までイ子った。
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旧調 査

1 .原地区の調査

(1)調査概要

原地区の調査は，遺跡の中枢と考えられる祭議場の調査をffった。涼の辻遺跡の最高地点に位置す

るこのエリアは，平成 6~7 年度の調査で， 200基以上のおびただしい数のピット群が検出され，北

土半!手七部でで、掘立柱建物2沼6棟， 南主半t手三部で

が護元され7た三 O 最高地点周辺;はま，現地形で溜闘よりも約 2mほど高く盛り上がった地Jf~をしており，

これらのことを踏まえて潟辺から隔絶された遺跡、の中枢域としての機能が想定された。さらに，南三f:.

部の大型掘立柱建物が[高床主祭最Jr平震脇殻jと位置付けられるに及んで，この空間の機能が「祭

議場jとして明確化されることになる(宮本1995)。

その後，平成15年震に祭儀場長]縁者[5の調査を実施したところ，祭儀場に関する重要な 3つの知克が

得られることになる O すなわち，周辺より 2mほど高い祭儀場の現地形が，近世以降の盛 lJ.-J.二によっ

て形成されたもので，弥生時1tのピットから複元されるIF1地形は，高から北に向けて穏やかに下る

斜面に複元できることである(第3霞)0 また，北端部を中心に詑来機ヲIjとされてきたピットを再検

討し，覆土の特徴や来語標高に違いがあること，出土土器に複数の時期のものが認められることが明

らかとなり，これらのとツト群が同時期に一連の遺構として存在していた可能性は考えにくくなった。

祭儀場北端部国辺では，近年壱岐市教育委員会([日芦辺軒教育委員会)を中心;こ重点的に調査が行わ

れており，おびただしい数のピット群が救出されている。このことから，淀来構列とされたピット群

も，祭議場北半音rsを含む原地区}奇辺の掘立柱建物群の官5を構成するピットのーすEである可能註が高

くなった。

+方，祭儀場南端部では，平成 7年度の調査で議場を東西に横切る 2条の環濠が検出されていたが，

平成15年度の調査で新たに告側に持びる環濠 (SD3・SD4)を検出することになる。この環譲は南

側環濠 (SD1 )の南館に半円形に絞り付く形で検出したが， SD 1の北側堀万の/GI~J 然なふくらみや，

115土土器が時期的に SD1と共通することからタ i可者の環濠が時期によって複雑に切り合いながらも，

ある時期に層構状遺構として機能していた可能性を指摘した。しかし，調査面積が狭かったこともあ

仏具体的な遺構の構造把握には至らなかっ

平成165f遣の調査は， SD 1とSD3・SD4の切り合いを確認することを呂的として，向者を面的

に広げて平面形を確認するとともに 6カ所のトレンチを設定して調査を行った{第4国)0

積は120ばである。平成 7年度や平成15年疫調査時のトレンチも含めて，改めて各トレンチの土層の

検討を行ったところ，弥生時代中期から吉壊時代詩期にかけての遺構群の変遷が明らかとなった。特

に弥生終末期の罵溝状遺構が確認で、きたことは，祭儀場の構成を把握する上で¥貴重な成果となったc

ここでは，各トレンチ毎に個別に説明を加え，調査区内での遺構群の切り合い関保を把握した後，

祭儀場の変還をまとめることにする。

[文書x]

吉本長二郎1995r弥生時代の祭儀建築と外来丈1tJ向ji馬台国への海の道j大京府立弥生文化博物館
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トレンチ③土層(東蜜・西愛共通)

H雪 祷色絵質 1:(HuelOYR4/4)小紋の白色号、t子散本

2怒 灰主主褐色粘号雪上(日間lOYR4/2)
4 !習 にぶい一茶褐色粘質土 (HuelOYR4/3i ; 3層黒褐色粘震 1二(HuelOYR3i2)

カーボン多く 157む。 三者褐色-赤褐色粒子数在

I 5容 にぶい褐色私緊j: (狂ue7.5YR5/4~ 3' 1事 にぶい赤褐色土 (Hue5YR4/3)焼土・カーボン集ヰI

地Ulの敬子会;1-. 41苔掲色粘 (HuelOYR4i6)

池山類似。カーボシ昔文芸{

Iトi 嘗レン住チ吉C褐宣?土色震は七愛・東壁・南壁.g霊愛共i盈)
51苔 !天主主褐色宇品質上 (HuelOYR4/4) 

す占質}二 (HuelOYR3/4) 
中型の言電褐色校 f台数tE

カーボン・中立iの変褐色粒子散在 H15東側トレンチ北壁土層
2寝 Eき褐f立5給資ゴニ (H配lOYR3i3) 11苔褐色粘質上 (HuelOYR4/4)

カーボン・黄褐色村(子の級粒が数衣 小紋の2高、褐色粒子・カーボンがわずかに混じる
2'震黒褐色:俗資1:(HuelOYR3/2) 2"脅 三塁褐色事~í笈j: (HllelOYR3/2) 

}奪喜望 2震.31蛍の混合経 4'型の黄褐色粒子およびカーボン散を
3緩 黒褐色粘震土 (HuelOYR2ノ2i カーボ、ン集中経 3 !震 iこぶしミ資褐色村1質土 (HuelOYR4i3)
4層 にぶい黄褐色粘笠土 (HllelOYR5/4) カーボン比較的多い。後!支は少ないが大型の

混入物少ない 2電?台i色粒子数在
5a層黒渇きd-.(HllelOYR3/3) 4弱潟色村1賛土 (HllelOYR4l4)

j箆土只!露。マガキ・サザエ主体 カーボン・ 1ド烈の演褐色粒壬散夜
5b溜純一褐色粘質上 (HllelOYR4/6) i :51援 にぷい素褐色料~{t， (HuelOYR4/3) 

カーボンおよび小粒の黄褐色粒子散在 rj ， ~lの焚褐色殺子・カーボン混じる
6a層褐色宇占笈土 (HllelOYR4/4) I 6寝 言電褐色す品質土 (HuelOYR5!8
6b層にぶい蒙褐色絵質 i二(HuelOYR4/3) j宝山類似。 混入物ほとんどなし

カーボン・ノj、主との三者褐色粒子音交交するが 7層認JE主総賃上(日間lOYR4i4i
混入量は少ない。 大f誌の実智J色粒子散tL池I.[jに類似、

6cl議黒祷色ゴ二 (HuelOYR3/3) カーボン集ヰ'1蚕 ! 81努 iこぶい黄褐色絵'l!l:L (HllelOYR4/3) 
6'妥 E音褐色粘妥:主 (HllelOYR3/3; '1'主2の黄海色校子がまばらに混じる 3

手話護 6a・6b層混合震

: 7aJ雲褐色私費仁{笠間lOYR4/4) i H15西領~トレンチ土層{西壁・::It，壁・東壁共通)

実褐色粘土がまだらに混じる G ]寝 提:色粘質 t(HllelOYR4 '4) カーボン散{f

カーボン・中盤の変褐色粒子数?を 21妥 祭裾色土 (HuelOYR3l1) カーボン集

7b層 日告掲f主主{廷uelOYR3/3) ※東皇室上経は;こぶい黄濁色絵'NJ:でカーボシ詩文:(:E
カー卒、ン・中立せの黄褐色絞子数1夜 31妥褐色粘笈土(HllelOYR4/4)

7c層褐色給賃上 (HllεlOYR4/6) カーボン・大主~の-ti~褐色毅 f散在

カャボン・中裂のj殻褐色粒子散夜。 41議 iこぶい賛褐色tfi笈ゴー(HuelOYR4ノ3、i

7d層黒褐色二上{託llelOYR3 12)カーボン集rt
'
層 カ〕ボン?耳、;こ混じる

7'J吾 総褐色私費土 (HuelOYR3/3) ど J~ 累総色:土 (Hue7.5YR3!2)生?とJ:.カーボン混合層

}お壁 7a・7b' 7 c 1翠混合属。 5経褐色粘質土 (HllelOYR4/4)

大型の黄褐色粒子が多く混じる。 | 地H噸叫大型賞褐色佐子混じる

8 ，惑褐色給資 j-， (HllelOYR4;ノ4) 61謬潟色粘質土 (Hue7.5YR4/心地LI.r流れ込み堆積土

地山に類似。中主lの漬褐色粒子散命: 6'層褐色粘賃上 (Hue7.5YR4/4)

:ttllLlJ類似で小粒の安穏色粒子散在

-12-



H7 トレンチ~t壁土震

1主妥 結褐色村資土 (HuelOYR3i3i

カーボンわずかi二散在

21震 褐色事占'NIこ(Hue7.5YR4/6)

rþID.の会{~色校 fを多く含む

31妥結褐色料i質:上 iHue7.5YR3/3)

貧弱色紋子・カーボンをわずかに含む

4層黒滋色粘禁土 (HuelOYR3/2)

カーボン・小型!のお褐色粒子一致在

51選 者お色私質土 (HuelOYR4/61

中型の貨褐色松子放在

6 r.若黒褐色ザi質:上¥HuelOYR2/2)

カ』ボン多く中型の黄詫j色粒子育交交

7/妥結褐色給資士 (HuelOYR3/3.1 

カ-*ン・ rt裂の事'Hdl色紋子散在

8層積褐色粘質土(波間7.5YR3/3J

i 小粒の京湾色主~f.-T 致合:

;仁n語 録色料質土 (Hue7.5YR4i4)

! 大烈の黄褐色主主子が授にiIP>る
110層褐色私m:t(HuelOYRL1/ 4)混入物なし

第 2表原地区トレンチ内土層対応表

トレンチ叫トレンチ:;;;11レンチ引 iレンチ守来援・凶燈;

1層ー斗一一一一-1 ニしてコヰー-1混 一「

古
墳
時
別
代
続
出
問

弥

生

後

期

弥
生
中
出
期

iトレンチ④東霊童・茜壁土層

I 1 I替 !済掲色粘資土 (HuelOYR3'3)
i カーボン・小粒の黄褐色粒子散在

I 2草寺 褐色給資 (Hl凶 OYR4!4i

! カーボン 実褐色粒子をわずかに含む

I 3媛 :こぶい黄褐色粘佼土 (HuelOYR4!3)

4沼 黒褐色粘望号二t:(HuelOYR3/2i カーボン多く含む

5緩 褐色絵資:士一 (HuelOYRIj/4)混入物少ない

5'寝 !天焚褐色料窓土 (HuelOYR4i2I混入物少ない

61爵 lこぶし γ鼻、褐色絵質土 (Hue1OYR4!3) 
カーボン多く中烈の笈褐色粒子も散在

7a産量褐色彩:質上(HuelOYR4!4)亥褐色粒子散在:

7b 寝認をミf~i賃上(日出lOYR4;4)
カーボン散夜・ 2を褐色粒子は少ない

た寝灰黄褐色粘ii土 (H封elOYR4ノ2)
FT褐色投三子がまだらに散を。カーボン少量散在

81蛍 亥褐色税i質二上 IHuelOYR5がきをilJ(こ類似

9層 J)(f，青褐吉三粘Iit[土 (HuelOYR4々 )玄武岩粒子がj散在

トレンチ④~t壁・高壁土層
I 11選 黒怒f立す品質二上 (HuelOYR3/2)中型実怒色1女子が少量そ

i 分布
t 2穏 踏褐色粘J'LL(HuelOYR4 / 6 )カーボン比較的多い

i3層附色儲土¥Hue7.5YR州カーボン船長崎

4層 褐色村!質土(民間lOYR4/4) 禁褐色粒子散在

1 5扇町間 i二(HuelOYR4/6)大製玄武岩粒子が和二滋

J6屡踏む同士(山部/3j小山町山
分1布右

i同6'噌返 崎褐拠色寺税粘版J占膿j讃質叉;土i上畑:

! 黄鰯褐色凶眺為給5資恥士がまだら;にこ散在ο カ一ボン少景劫散在在: 
7 J層雲 にぶい?黄言褐色も結号量質三仁民(f行i悦 IωOYR4ふfノ'3引) 

! 憾 の 矧 色 絞 問 わ ず か に 粧
I 81醤褐色粘貿土 (Hue7.5YR4/4)小殺の震掲色投子少長:

会む

9関褐色絵質j二(HuelOYR4/6J

賞褐色宇品質二土ーがブロック状iニ堆積

101渓 黒褐色 t(H悶 l0YR2i3) カーボン集中務

… 13-



(2) 各トレンチごとの調査或果

.トレンチ①

東高方向に沖びる SD1と，開講状遺講の切り合い関採を把握する呂的で SD 1のほほ中央に編 1

mのトレンチを設定した(第4酉)0 は61露で構成されるが，遺物の出土状況からは大きく上下

2枚に分けることが可能で、ある(第5堕)。

は 1 層~ 31習で，炭化物の混じる黒褐色粘質土である。 3層下面の標高は.酉壁で17.01m，

束壁で17.38mで、ある。古墳時代前期の遺物を包含する。出土 t:器は，布留式出:行の鉢(第7題 1'"

3 )や小型の短頚壷(第7図4・5)を主体に， ミニチュア土器(第 7図6・7)などで構成される

が，布宮蓋は全く 11\土していない。このほか，ガラス小玉 8 点(第 7 国14~21) ，碧王製管玉 1点(第

7図23)，南小玉 1点(第7圏22)，鉄製ヤリガンナ 1点(第 7図13)が出土している O また，護土最

には炭化物が集中する詰所が認められた。

下層は 4 層~ 61援である。上層とi可じく粘質で、あるが，色調が掲色系と上層に比べるとやや明る

い。床面標高は西壁で17.07m，東彊で16.95mとなる。弥生時代終末期の蓋および小型の翠{第 7臨

9・10)が出土した;まか，鉄製の安状鉄斧 1点{第 7~12) ，鉄 1 }主:(第7密11)が出土している。

このうち袋状鉄斧は，錆膨れのために詳絹な観察は困難であるが，全長 7cm弱の小型加工斧で、ある。

片刃の刃奇15が袋部室下に追っており，相当に{吏い込まれたものであろうか。設の突き合わせは甘く，

き気味である。

-トレンチ②

トレンチ①と平行して SD4にJt福 1mで、設定した。 SD3の床面捺高と遺構の切り合い関係の把握を

目的として設定したトレンチである(第 4 闇)0 一土留は 1 層 ~5 層で構成されるが，遺物の出土状況

から iニ下 2枚に分けることが可能で、ある(第 5図)0

は1層で、褐色の粘費土で、ある{第5図)0 11語F言語の標高は，西聖で16.斜 m，東壁で16.83m

である。遺物はほとんど出土しておらず，弥生中期中葉の須玖 I式古段!替の聾口縁部が ll?J!Li二して

いるにすぎないが(第8彊7)，後述するように撰接するトレンチ@・トレンチ去では下層で主体と

なる時期の遺物であることから，下層からの提入と考えられるつ

は 2}吾 ~5 穏である(第 5 国)0 全体的にカーボンを多く含む屠であるが，持に 3 躍ではカー

ボン・壌土粒が集中する。床面掠高は，西壁で16.52m，東壁で、16.44mで、ある。遺物は 2層を中心に

出了トA しているが，量は多くな ¥;'0 第8図6は F層から出土したもので，弥生時代終末期の壷口縁部で

ある。隣接するトレンチ③・トレンチeでは上層で主体となる時期の遺物であることから， ヒ層から

の混入と考えられる O

なお， トレンチ岱の床面からは直径20cmのピットを挨i唱している(第8爵)Q検出詣ーからの深さは

10cmにも満たない。覆土は黒褐色土が充填していた。覆土4層.5 Y，吾が堆麓した後，床面に対して垂

直にJ哲郎されたピットと考えられる。
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-トレンチ③

先述の通り， トレンチの謂査により床00からピットを検出した。このピットの酉鰯での展開を探

ることを目的としてトレンチ②の西i薄に設定したトレンチである(第4国)0土層は 5層で構成され

るが，遺物の出土状況から上下 2枚に分けることが可能である{第 5国)0

上層は 1層の褐色粘賀土で、ある(第 5G霊)0 1層下部の諜高は西壁で17.04m，東壁で17.06mであ

る。遺物は「く jの字に折れる袋状口縁壷{第8額約や，頚の太い広口壷(第8留 5)が出土して

おり，弥生時代終末期と考えられる。

は 2 層~ 51吾で構成される(箆5国)0 土f援の色調は全体的に培めであるが 3屠およぴ3' 

でカ一ボボ、ンおよび

ともに1訪6.5日1mで、ある C 遺物はカーボン・焼土集中層から円礁が多く ffL七している c 一般に麿石類と

して告毘されるJII原石ではなく，やや軟質の玄武吉が多く使用痕もはっきりしない。第8菌 3は西壁

では耕作:士に対応、するものの，京壁土層では 2fl吾に対応するレベルであることから，本来は下穏

に{半う遺物と考えられる。弥生中期中葉の須玖 I式占段階の警底部片で，1:-.げ底気味で恵みもある。

なお，北警の沫E寄付近でピットを 1主主検出している(第8詔)。直話14cmで空童謡から斜めに掘削さ

れている。検出面からの探さは約lOcmで、ある。黒褐色士が充填しており.4屠以下の覆土が堆寵した後，

床面に対して斜めに掘削されたものと考えられる。

-トレンチ也¥

遺構群の東西方向および甫北方向での切り合い関係の把握を目的として揺 1mのトレンチを L

字形に設定した(第 4図)0平成 7年度，平成15年度に検出した SD1およびSD3・SD4の東関合流

部分に相当する c 検出面からの深さは手当105mにおよび，壁面全体の断ffi:j形は V字形となる。土層;土

多いところで11層で講成されるが，遺物の状況から上下2枚に分けられる{第6密)"

上層は 1 層 ~8 穏に相子守する。上層下面の標高は北壁、で16.72m，南竪で16.94m，東壁で16. 58m， 

茜壁で16.69mとなり，東墨付近を最深部として高官1U.西側にかけて徐々に浅くなる傾向が認められ

る(第6罷)0この額向は南鵠において顕著であり，上層下両の標高だけでなく，玄武岩粒子の揖入

が特徴的な 5J警の下部で比較すると，北壁土層に比べて約40cmも高くなっている。このことから，

層覆土はトレンチ④寵星空より南ではそれほど長く伸びずに途切れるものと考えられる。

と!喜覆土の特徴;ム中位によ空襲する 4層である。東西壁需で明穫に確認できる黒褐色土層で，カー

ボンが多く損じる点が特設で、ある。この土寝を中心に下位の 5層にかけて遺物が集中していた(第9

国)0なお，南北接面では 4層および5層に桔当する j二層は確認できなかった。南北壁面A に挟まれた

トレンチ内からは， での遺物の出土最が相対的に少なく(第9国)，このことも 4J膏.5層が上

の遺物包含!吾の主体であることを諾示している。

上層からは，古墳持代前期の遺物がまとまって出土した(第10留)0出土士、君主は器種講成仁特?設が

ある。すなわち，丸怠で薄手の鉢(第四国 1~ 4)，小型短頚壷{第10毘 6・7)小型丸底壷(第10

16 
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題 8.-..12)，低脚の高杯(第10毘14~16) を主体とし，斐(第10盟 5 )，壷{第10盟13) で構成される

点で、ある o ~ γすとれも布留式の範轄に入る土器群ーであるが，希i留奮を lょう;も含まなL日立は注目される。

なお，第10図16は灰白色を呈するL1J陰系の台付患で、ある。また，第問題 9ぺ2は表記に化粧土を

した痕罫が残る。土器以外では，ガラス小玉 3点が出土している(第10国20----22)。

下層は 9 層 ~ll層に栢当する(第 6 留)0 ~ヒ繋. r萄壁土壇でi土カーボンが集中する黒褐色土層(10

層)が特徴で¥この土層より上泣で遺物が出土している(第 6~)o 床面の襟高は，北!藍・南壁で16.56

m，東壁で16.10m，窪壁で16.29mとなる。下層出土遺物は少なく，国fとに耐えうるものはごく少量

である。第10図17は弥生中期土器の底部で、ある。 南北壁面に挟まれたトレンチ;ヌすから出土した。第10

図18・19は上層からの出土であるが，上層でも比較的下位のレベルから出土してお札本来下層にあっ

たものが混入したものと考えられる。いずれも摂玖 I式新段階~須玖E式古段階に栴当し，弥生時代

中期中葉~後葉の土器である。

-トレンチ⑤

遺構群の南北方向での拐り合い関係を把還する民的で，中高 1mのトレンチを東西方向に設定した。

トレンチの技量は，平成 7年度，平成15年度に検出した SD1とSD3・SD4の酉鵠合流部分に相当

する(第 4函L，完揺状況の平面i翠では，東鰯が標高が高く，床凶iラインは東から酉鱒へ持びた後，

南鱒に丸みを帯び、つつ忠告している。また，探i需の抵い西鰯の床面ラインは南関から大きく北高方向

へ屈曲している(第11図)0これを反較して，土層!示屈の形態も東舗が浅く西鶴で急激に落ち込む形

態となる{第5鴎)0j二層は 81吾で構成されるが，覆土の特殻や遺物の出土状況および平面形の検討

から大きく 3つに分けることが可能である(第5間)。

ヒ!吾は 1 層に相当し，暗褐色粘質土で、東側隅にわずかに堆穣する。遺物のtU~Lはみなかったものの，

覆土の特鍛からトレンチ①の 1~~ 3層に対応する古墳時代前期の層と考えられる。 1I冨下部の標高は，

北壁で17.28m，東壁で17.27mとなる。

!干1 層は 2 層 ~4 層に相当する(第 5 国) G rrj撃では 2層の暗褐色士と 3層のカーボン集中層が明確

に区別できるものの，北壁では両者の区分は媛味で， 2)1醤と 3患のj昆合膚(2' J膏)と捉えた 3 床面

の擦高は北壁で17.04m，高壁で17.00m，東雪量で17.09m，平面プランの床面最深部で、16.99mとなる。

涼屈の勾配は東側から甫西鰯に Fっており，両者のよと高差は約lOcmで、ある。

は 5 層~8 層に担当する(第 5 図) 0 カーボンや基盤穏である玄武岩岩盤に由来する黄褐急粒

子が混じる粘質土で，それぞれの這入量やそれに伴う色講の違いで縮分した。床語レベルは，

16.37m，南壁で16.40mで、ある。床面からは 2基の小ピットを験出した(第11罷)0 トレンチの東西

方向に沿って並列しており，束鰯ピットが直径16cm，深さ 6cm， f尽潤ピットカ主的:径15Cll1，莱さ 2Cll1と

いずれも非常に浅いc 覆土は黒褐色粘質土で， 8 J記が堆積こした後に掘寄せされたものと考えられる。

遺物は，中層床面付近から下層上面にかけておびただしい数の土器が出土した。弥生時代中期中葉

~後葉の土器と，弥生時代終末期の土器で構成される。第11国のドットマップでは，両者は混在した

18 



εo一円
C
F

に」
O
O
a
h
F

εO出
ド

?

:九-ι
/‘.. 1却さよ司

ヲ司

ε0出
C
F

C
L
O
G
-
h
F
 

εoの
h
F

川
L
3
¥
J

2m 
函扇面面耳

\-'-'甲~_~_~___"'_~_r_〆1

( ;:しがtl ) 

・土認 ; 

i 企石器 i 
: 。ガラス : 

.欽 i

;ロ骨 : 

O 

-

17.50m 

17.00m 

1650m 

・. 
17.50m 

17.00m 

16.50m 

原地区トレンチ④遺物出土状況 (8=1/40)第9国

遺構のコーナーこれは，で最寄に遺物を分離することはできないc中層・;伏患で、出土しており，

トレンチ警iifiの位遣が遺構のrllVとを通っていない部分に担当することから堆積状況が設雑なことや，

. -f寝境界レベルが一致していない可能性があるためと考えら遺物のレベルと土層の中ことから，

れる O 特に，第11留のトレンチ束三宇部において弥生時代終末期の器が下替の上!?Eで、1+1.土しているよ

うに克えるのは，実際の中層ー下層境界レベルが南壁土層よりも20cmほど低くなるためと考えられる。

中層が~後葉，Lたがって，掘り宜しに1fう撹乱は認められるものの，統ね l層が弥生時代ヰ1期

弥生時代終末と考えてよいであろう。

(第12国 1"'10・

も認められるものの

第12密iま弥生時代中期の土器である c 器穣講成としてはき撃の薮Jtが圧倒的に多く

と続く。丹塗り(第12毘14"'16)

19-
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(第12盟 4• 15 • 23)，全体に占める割合はそれほど高くなし、第13菌~第14菌は弥生時代終末の土

器である C 器種構成の特設は，撃とともに議がかなりの頻度で出一上している点で (29 ・ 32~40)，中

には丹塗りを施したものも存在する(第話題33)。この誌か鉢(第13堕30.31)や器台(第13国42)

で構成される。

土器以外で、は鉄襲品がi主呂される。第14図49は鉄鎌である c 切先が欠損するものの，現存長16.6cm

で中型に属する c 基部は基部中高全体を刃部に対してi立角に折り曲げているが，端部は身部と完全に接

しているため，この状態で柄に装着して捷吊することは不可能である C 刃部は内i寄忍である。ド語観

は，基部から刃部にかけて長斡方rilJに沿って大きく湾出するとともに，身部中央付近を壊に短軸方向

にも若干のねじれが認められる。 50は鉄剣である。全長40cmを超える長剣に属する。錆膨れのため詳

細な観察は困難であるがタ立j先ノ付近に最大i福を有し基音Iiにかけて徐々にす詰まる形態である。関は

肉眼鏡察では確認できないため，基部と身部の[三7.iIJは不明瞭で、ある。基苦高はやや膨らむように毘化

したが，そのまま自然にすほまる形態となる可能性もある。窃先は丸みを帯びており鋭利さに欠く。

はなく横i話題;まレンズ状で，轄と同様，切先付近に最大軍を右し基部にかけて徐々に厚みを減じるc

t話題観は十分な観察がi認難であるが，淳みが一定しておらず，部分的に短軸方向へねじれている可能

性もある o 49・50はトレンチ@東壁付近でまとまって出土している(第11層L いずれも湾出ゃねじ

れが認められるほか， 49の主主部にみられる本来の機能を殺すような加工や50にみられる実用品とは考

えにくいなまくらな加工などは，非実用的な揺途に設された可能性をうかがわせる特能で、ある。I:H土

レベルは上層と中露の境界付近に位置し，微妙ではあるが調査時の所見で中層の遺物と判断した。ト

レンチ⑤の中層はp 後述する周溝:民遺構の北西コーナ一部分に相当しており，これらの鉄器を間溝内

に配置して，何らかの祭耳iE¥行為がわ二われたものと誰測される。

16.50m 

FJ弓日
眠"'-. A A • 

内〈勺」;:;

，20 

第11盤 露地震トレンチ/忌遺物出土状況 (S= 1/40) 
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e トレンチ⑥

平成15年度検出の SD4南東コーナーの検出を目的として設定した幅50cmのトレンチである{第ヰ

菌)0土層は 7層で講成されるが，遺物の出土状況から上下 2枚に分けることができる{第 5盟L
は 1 冨~ 21言の培褐色粘貫一1:に棺当する(第 5~霊L 平成15年度調査でほとんど挺寄せされて

i人現状では厚さ約10仰を残すのみで、ある。下面の1標高は，百援で16.88m，東壁で16.86mである。

遺物の出:十おはなかった。

は 3 層~7 層に相当する{第 5 菌)0 床面iの擦 i\与は 茜壁で16.40m 束壁で16.39mで、ある。

カーボン集中層 (5 を介在する点が下層の特鍛で，このカーボン層よりと{立の層を中心に遺物が

出土している(第 8国)0 開化したのはいず、れも弥生時代中期中葉(痕玖 I式古段踏)の斐口縁部で

ある(第 g醤 1・2)。このことから，下層の時期もこの時期と考えられる。

• H 7トレンチ

平成 7年度に調査を行ったトレンチである。本年度調査区の北京橋に位置する(第4関)0平成 7

年定調査毘の茜壁付近が本年夏調査民にかかったため，土層確認のために再度掘り下げたところ，弥

生土器が大量に出土した。当時の調査担当者lご確認したところ，平成 7年震トレンチの東壁付近の土

器は全て取り上げて土層を観察したが，高壁は上唇の布留系二t:器群を車り上げたものの完掘にはいた

らず，そのまま埋め戻したとのことである。そこで同トレンチを本年度 H7トレンチとして新たに設

定し，残った遺物の取り仁げと西壁土慢の観察を行った。

日7トレンチ酋壁土!曹は10壌で携戒される。平成 7年度調査時の所見によれば， H7トレンチ東壁

5震を中心に 9 古填時代前期の布留系土器がまとまって/11土している(調査事務所報告書第11集

参賭)0H 7トレンチ東壁土層 5層は黒褐色土で下面レベルは17.00mで、あり，これらの特徴に該当す

る商壁土層は 4層である。本年度議査での遺物の出土状況では，商壁土層 5層まではほとんど遺物が

出土しておらず(第問題)，この層までは平成 7年疫の調査でj童物を取り上げた層と考えられる。本

年震の再調査時での所見では，議述するように西壁土層 6層1)、上と 7層j;)、下で遺物の出土状況が異な

ることから，平成 7年定調査時の所見を加味すると，凶壁土層 1~ 5層を!こ層， 6層をrf1屡， 7 ~~-

10留を下震として捉えることができるであろう{第6爵)0

の持骸;土，玄武岩岩盤由来の葉謁色粒子のす密に混入する褐色土震と，カーボンを多く含む

巣掲邑土層が互層で車讃する点である C 先述の通 f)，平成 7年1支の調査でぽ壁4層相当の黒褐色土層

中から布留系土器群がまとまって出土しており，カーボン提入黒掲色土層が遺物~含層を考えられる。

ftll吾;土 6轄のカーボン集中 F習である。ド面の襟高は16.80mで、ある G 出土土器辻，弥生時代ヰ1期柊

末の土器を中心に弥生時代ヰ1期の遺物も認められる(第問題)0弥生時代中期の遺物1i. 後述するよ

うに F層で多く出土していることから，下層からの提入と考えられる。器麓講成は斐が最も多く{第

16盛時~17) ，その地高土不{第16盟関~20) ・壷{第16国21 ~23) で講成される。翠の口縁部辻[く j

の字口縁で立ち上がりは直立に近くなっている。 21は大型壷のま部付近であるが，底部はわずか

-25-
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第15関 原地区 H7トレンチ遺物出土状況 (S= 1/40)および、出土遺物 (s=1/4)
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原地区 H7トレンチ出土遺物① (S=1/4)
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を

，~ヲ

ぜ/

このは

ヤ

cm ".多

毎そ

マで、長

ゲ永

、

ものの雪

ぷコ

となる。辻義内系の二重口縁壷[1縁部で、あるの口縁部 fii:詰が突IH

を貼 f)fまけている。以上の土器[ま弥生時代終末の土器群で、ある。

した褐色系粘質土が主体で、あるが， 71雪はカーボ

はこの層を中心にI:H乞した{襲時国)0床面標高は16.48mで、ある。

りま

立式新設の土器が中心である(第15罷)0 器種構

出土しているc

している(第話題)，0 jl皇:持20cm，検出面からの深さ 7

いたっ覆土は黒褐色‘粘質土で、 西壁土層 8層まで埋没し

されたピットと考えられる

トレン について報青する O 平成15年度は本年度五簡

を三十三に掘った後，東側と西宮1にトレンチを設けて

を行ったのは，この東西トレン

付話題1lì.~トレンチと呼称する。

の再検討では，基本土層については平成見守二疫とほぼ同様の内容が確認

した点ij:，fpj誇;法違講の最ヒ濯を切るように黒褐色系粘笠土の落ち込

5層鳴る丘署， 6 b J語をム揺して 7震とした点，(言

とした点の 3点である{襲5霞)c 11冨， 2 f醤は，プランの観察で

も不定でシミ状に確認されておりヲトレンチ@周辺のカーボン集中層と j訓示古墳時代前期のブロツ

と三者えられる 3層 e 生層が弥日，時代終末の註合}邑 5 層 ~8 層が誌生時代 rt1期の ffi含!冨

されておりラこの点については変更はない。ちなみに 4層下面の諜

高は17，03m，8 は16，54mで、ある。

相、去、
>.1' ! 唱'-

6 
/ 

'-' 

につしミてはラ な変更点がある。平成15年震調査時点で SD3護士と認識して

の結果現地彰に改変する際の造成主であること

:ま

から a 持~ 4c層の弥生時代許:，f乙の

以下を SD4として一括しているが?昨年度の

3)， 5層以下の弥生時代中期包含震 (SD

)に分かれることが明らかになっている。したがって，平成15年度調査時の 4 品層~ 4c層を本年

1 !逗~ 2 腎;ニヲ平成15年度調査時の 5 層以ドの層を本年変調査の 3 寝~6 層に対応させ，そ

争下翠とする。

り，

るものと えられる c トレン

なおも

トで寄 ピット

4 c I雪下詣iと

した

2 J害ド;抵の環高がいずれも

は，昨年!支の調査成果と

;え京壁床面で16，50m， ~ヒ壁床面で16.49mである Q

ミでどットを繕認Lている(襲毒菌)0務丹形の二段諮りどッ

検出面からの採さ る。

~28 



第 3表露地震寵土遺物観察表
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第 4表原地区出土遺物観察表②
色刻

ガラス

一一30一一

倍率

三百スス痕

去丹



(3) 小結

本年度の!京地区の調査は，祭儀場南端部での遺構群の構造を把握するために，先述の通 lJ6カ所

のトレンチ調王f[r><:を設定するとともに，平成 7年度や平成15年度調査時のトレンチ土層の再検討を行

い，出士土器に基づいて土層を大別しながら遺構群の切り合い関係を探った。ここでは，各トレンチ

j二層の対応関係を把握しながら，遺構訴の構造と時期別の展開について考察を加える O

①各トレンチ土層の対応関係と遺構群の展開

本年度設定トレンチに平成 7年度および、平成15年度調査トレンチを加えて，土層の対応関係をまと

めたのが第2表である。本年度調査医の遺構詳は，遺物の出一l:状況から，①弥生時代中期中葉，②弥

生時代終末?③i~i:t賞時代前期の 3 つの時期にまたがって営まれている。

弥生時1~9'期 If'葉は須玖 I 式古段階~新段i暗に相当 L，H 7トレンチ・トレンチ④.H15東西トレ

ンチ@トレンノチ⑥・トレンチ②・トレンチ③・トレンチ己主で、確認で、きる O これらのトレンチの平面プ

ランをつなぐと，南関に半円形に張り出す断面V字形の環濠に護元できる(第18闘)。床面標高は，

トレンチ⑥東凶土層で、若干低いものの，ほぼ16.50m付近で、揃っている。覆土の特鍛は，最下層に地

山から流れ込んだ褐色~赤褐色粘質土が堆穣した後，カーボン集中層が薄く堆積する点にある。特に，

トレンチ②・トレンチ③ではカーボンとともに焼士粒が厚く堆楕していることから，高1HUの張り出し

部分を中心に焼一上およびカーボンの廃棄が行われたものと考えられる。また，環濠床面からは，合計

6基の小ピットを確認した。覆土の特徴から 褐色~赤褐色系粘質土の堆穣後に掘削されたと推測さ

れるが，日15商関トレンチピットを除いて10cmに満たない浅いものばかりである。また，床面に対し

て垂i査に掘削されたもののほか，北壁の床面付近に斜めに掘寄せされたものもある。環譲張り出し部の

北側にはピット群が展開し，張り出し吉I~に沿って配置されていることからヲ弥生時代中期の環誌に伴

うピット群と考えられるが，床面検出のピット群と併せて高連の構築物を形成していた可能性は考え

られる。ただし，ピットの配置が不規則であることや，ピットの規模を考濯すると堅牢な施設は考え

にくく，仮設的な構築物と考えるべきであろう。

弥生時代終末の遺物は，トレンチ① 'H7トレンチ.H15東西トレンチ・トレンチトレンチ②・

トレンチ③・トレンチ⑤で出 tしている o H7トレンチを除く各トレンチの王子商プランをつなぐと，

北東部付近が不明瞭であるが，略方形に A 揺する}司溝、状遺構に復元できる(第18図)0覆土の特徴は

褐色系の粘質土で、カーボンが散在する点が特殻である。断ffii逆台*~で床面標高は17.00m前後で、ほほ

共通する。 デT， H 7トレンチで検出した弥生時代終末の包含層は，カーボンが集中する黒褐色粘質

土で，下両の標i完も 16.80mと，地のトレンチの弥生時代終末期包含層との違いは大きい。 手成 7年

度の調査では.祭儀場の東鱒で，弥生時代務末の土器を含む環濠を東西方向に検出しており，日7ト

レンチのこの時期の包含層もこの環濠につながるものと考えられる。}詩溝状遺構との関係については，

トレンチ④でこの時期の包含層が未確認であることから不明な点も多いが，ここでは略方形にめぐる

周溝状遺講の手前で途切れると推測しておきたい。毘i弄状遺構の周準内からは，北西隅部を中心に大

出土遺物をみた。土器の器種構成では斐と並んで、壷の出土量が多い点を特徴として指摘できる。

31~ 
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また，鉄観や鉄鎌，袋状鉄斧といっ iこ出してしミる点も [1される。これら

には，実用品にはそぐわない特散も られテこれらの鉄器が禁事どに誤され Jどっ ア
公)<)

占墳時代前期の包含屈は日7トレンチ@トレンチ(4).トレン

プランの検討と併せて，東龍村、ら荷額IJ.南関へと不規出;こ伸びて途切れる

18菌)c床面標高はトレンチ主f東壁で16.58m最も深いもののァ トレン

高くなっている G この額i可は，南側への展開でも認められる点は先述したとおりである。

践は， H7トレンチl西壁の包会層下両標i寄16.80mでP 同じく H7トレンチ京警で諜高17.00mとなる

ことから，徐々に浅くなっていくようである。 出土遺物は 9 鉢・短頭蛮ー小型瓦或蛍やミニチュア

伊

」

器で構成される祭記土器群で

まつてJ出品:二土:士士t土-Lており.弥生時代終末に周溝状遺構として具現fとされた祭配空間として

時代前期まで引き継がれていたことを示している。

②層溝状遺講の平富プランと規模

弥生時代終末の間溝状遺構について検討を加える。毘溝状遺構の平面プランはラ北西i鳴のコーナ一

部分を除いて，古墳時代前期の部平や近世以降の出j平を受けているため歩往時の状況をとどめていな

い。そこで，各トレンチの層から復元を試みたい。各トレンチ土替のうち。

誰i~1jできるものに中軸線を引き，中執載を挟んで北舗のラインを南関に反転することでヲ

の南側ラインを復元したのが第17顕 Aラインである。これに各トレンチ り込み地点

を糠で結ぶと， p高丸長方苦手プランに復元できる G しかし，荷剥;高が註角に泣い点は~仁詩隅とよと較して

やや違和惑を覚える C トレンチ@東壁はj語講状遺構床面 11騒が不明薙であち宅 i卒j東院は実務?にはより北

備に位置する可能性が高い。そこで，北西隅とのバランスを考慮して復元したのが議官露 3ライン

である。これによれば，長職長8.5mア短軸長7.2m，テラス部分の南北軸j長2. 日令東西執長3.8出に

毎ji:できる。東西に位寵する周溝辻幸福1. 5~ 1. 7mで、あるのに対してラ南北?守

mと幅広い点が特徴である。

③祭儀場の変遷

本年度の調査成果を踏まえると，祭議場の変遺は次の通りとなる{欝1

弥生時代中期中葉には，祭儀場北端部にピットが散在するとともに南側仁東西;こ侍ぴる 2

j豪が掘削される。南側の環法は南測に半P1形に張り出し，環濠のf主題や張り出し内部にピット

ア
や 5~3掌 2

される c 南鵠環~.豪に絡むこれらのピットは，持らかの長設的な講築物となる可能性も考えられる c

弥生時代後期になると， lとí~U環濠は埋まらずに残るものの，南側環濠はいったんi副党し z

溝;1犬遺構として再掘削される。北鱒環[去のさらに北には，この

状遺構とほぼ等間調で車線上に並ぶことから? ‘連の遺構とし

吉墳時:代前期には北傑環濠が埋没し歩宇冬ヰミの握立柱建物 2 局

国語状遺構は埋没して新たに携が掘部されるが9

至っても祭詑空間として機能していた可能性が強いυ

けられるであろうけ

勺7

公)c 

ることから F こ
I ~ 
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o 10m 
同日向}

弥生時代中期

・祭儀場宿端部に 2条の環濠が掘削される Q

. ::!ヒ額諜濠は東西方向lこ直線的に伸びるが、南

側環濠は「コj の字形に南殺.IJに張り出し、張

りょらし内部にピットが数在するc 環濠床面に

もどットが散在する。

・北端部iこはピットが散在する。

古墳時代前期

・北関環濠が埋没する。

弥生時代後期

・北側環濠は弥生時代中裁に引き

続き存在する。

• fコj の字形に張り出していた南

側環濠は、張り出し部を中心に浅

く掘り直される。同時に張り出し

部に接続するように北側を「コj

の字形の携がめぐり、周溝状遺構

となる。

-北俣.iJ環濠以北には、掘立柱建物

が展開する。特に、 1号建物・ 2

号建物は、尾根に沿ってほぼ直線

上に並ぶG

-北端部にはどットが散在する C

・周溝状遺構が埋設し、新たにー溝が掘削されるc

平面形は不規則であるが、祭儀場以来;こ展揮し

西郷へはf$びないc

-埋没した北側環濠に隣接して、北側に竪穴住

居が 2榛並ぶ。

-北端部にはピットが散在する。

第19(;霊祭議場の変遷(1 /800) 
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(4) 関編:I草の辻遺跡発見の麗溝扶遺構とその意義

小都市教育委員会技師片間宏ニ

発見の意義

j司議状遺構は，北部九州を中心に，東は少なくとも四国香J11県高松市までは薙実に広がりを見せ，

近畿地方でもその可龍牲のあるものがいくつか報告されている。そうした中で、原の辻遺跡で、発掘され

た周溝状遺構は，原の辻遺跡で唯一の錦となるだけでなく，玄界議長沿岸から対馬海峡にかけての西北

九ナ1'1でも初めての発掘例である。

今までの議査f7Uから見ると.周溝~*遺構は筑紫平野で発生して各地域に広がる可龍性が高いが，筑

紫平野で出現する時期とほぼ同時期に周防灘治岸でも類fJUがあることから，その I~H現や系譜には，ま

だ解明されていない点も多い。そうした中で，従来発見併がなかったこの地域で初めて周溝状遺構が

発見されたが，この原の辻遺跡が朝鮮半島との交易拠点にあること，クニのrt1心集落であることなど

から，その出現の契機にどのような背景があったのか，当時の社会情勢の問題も含めて興味がもたれ

るところである。

時期・規模・形状

原の辻遺跡の開講状遺構はその出土土器の検討から弥生時代後期終末とされる O 北部;九j九L1ナ丹介州}ト月汗問、f十刊iトH、'1のj問誌苛誌ii溝害

j遺宣構;は土，筑紫平野の一奇部pで弥生時代諒期末~中期初頭にi出臼現し芳中期中葉には筑紫平野西部に，中期

段半から技期初頭には，筑紫平野南部や福間平野にまで広がりを見せ，後期後半から終末には北部九

州各地域で多数見られる。しかし，長崎県地方・糸島半島.)吉津平野・壱蚊島・対馬島は間外で，今

までにも発見開がなかった。

弥生時代中期に出現した段階では，間j毒状遺講は小型の円形プランを基本としていた。そして，設

期以f去になると，浮羽地方から豊後地方にかけてのように楕円形を基本プランとするところもあるが，

おおむね方形フ会ラン・隅丸方形プランのものが主流を占めている。そうした点で，涼の辻関のプラン

もそうした流れに乗るものかどうか注呂される。この原の辻遺跡の毘溝状遺構は，この遺講を含めて，

弥生時代中期の環濠と古墳時代の溝の 3時期の遺構が重複しているため，プランは錯綜しているが，

二仁層をどを手がかりにして，居溝~.犬遺構のプランが第17閣のように毎元されている。

この王子酉プランから見ると，現在，平面医!で開示されている台状部の線のうち，北iiiJJ辺は古墳時代

溝によって切られているため，台状部の形状は失われている。いっぱう，南iWJ辺を含めてその東西両

協の辺は，稿円形にめぐるように見えるが，これは弥生時代中期の環i衰の線であって，ここに設置さ

れた H15東.H15西・ @o③・@の各トレンチ堆積状況を詳説l!に検討、して，題詩状遺講が切込んでい

る点をつないで見ると，第17習のように)語講状遺構台状音pの続は隅丸方形に復元で、きた。

間溝~K遺構が本来の役割を果たす場所;ま，諜に閉まれた!勾儲の台;1丈部であるから，その部分の形状

がどのようになるかは，間講状遺構全体がどのようなプランを意図して作られていたのか重要なヒン

トになる O 合~支部が:方形プランであるのに， J語溝が円形プランという併はないc
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毘溝状遺構のj藷外鶴の線は，北部から西棋にかけてはプラン確認が可能で、， ~t1製造は東 i百;こ I直毅状

に搾び，北西隅コーナーが丸みを持って折れ，西辺も度線状に1乾!とに伸びている c 東髄辺は吉墳時代

講に切られているため一部しかわからないが，中央付近は直線状に南北に伸び、ている c 南側近は，

体が部られて南1JlJlの立ち上がりを出すことが不可能であるため?形状は良くわからない。

このような検討結果から，この爵講状遺構は稿丸方形プランを意図して掘られていたと考えてよい

だろう c

思議状遺構の大きさは講の外muで東西が約7.3m，南北が8.5mを潤り，通常の大きさか，やや大き

い部類iこ属す。しかし，台状部は東西3.8m，i高北2.7m前後となり，全体の大きさに比較すれば，か

なり小さい。これは，通常の周溝状遺構であれば，i茸断揺はU字形をしたものが多く，援は比較的

急、角震で立ち上がることが多いのであるが，ここでは詩聖の立ち Lがりがややなだらかな惑じを受け，

溝の立ち上がりが斜めになると，ドヨ鱒台J武器の面積が狭くなるためである。

合状部のピットは弥生時代中期の環譲に付臨するものと判断されている。このピットの並びが中期

の環濠に沿って弧状に配されている点や，ほとんどの思議状遺構では，内部に施設を持たない点も，

時議状遺講に付臨しないと考える摂拠になるだろう。

性格

}語講;伏遺講は，現在確認されている遺跡教は160幻、上，遺構数は340]:)、ーとあるが，集落から発見され

るという性格が共通するだけで，具体的に集落の中でどういう機詑を果たす施設なのか，その実態辻

不明で、ある。今までは，特に祭司iB'!生の強い遺物を出土するわけでなく，むしろあまり多くの遺物を出

土しないこともあって，性器説や墳墓説などもあったが，集落全体が調査される機会も多くなって類

例の増加もあり，住屑説・墳墓説の可詑牲がj詩去されていった。また，最近で、は青銅器生産の工房が

湿気抜きのために講をめぐらす例もわかってきたが，湿気抜きのために掘られた狭い細い溝とはその

規模もかなり異なっている。その配置が，広場や逆に集落の隅にあることもわかり，出土j毒物にも祭

認性の高いものが確認されるなどして，集落の祭記に関わる施設という見解が強くなってきている。

原の辻遺跡同様，クニの中心的な集落と考えられる吉野ヶ皇遺跡、や平塚市添遺跡でも発見されてい

て，それらは，いずれも集落の中心部分で，しかも住居が希薄な広場と考えられる箆所に溜j葺状遺壌

が営まれる点が共通している。そうしたことから，この遺構が集落の祭認に関わる施設である可能性

を考えてきたが，本例においても，原の辻遺罫のまさに中心の祭議場とされる一角で.しかも問題に

竪穴住居跡がない部分から発見されている。こうした点から患の辻遺跡の開講状遺構は，吉野ケ

跡や平塚JlI添遺跡、と撞めて似た性格を持つことが推測される。

思講状遺構はその立地にiまさまざまなパターンが見られるc 詳結iは，剖に書いたものがあるので割

愛する(片関1989，1991， 1994， 1996)0 皮的な集落においては，援数に思溝状遺捕が作られたり，

それらは重なって諮られていたり，講を共有して連結して掘られている例もある。それらはそれぞれ

に意味がある。その中で，原の辻遺跡のようにごく少数の開講状遺構が集落の中心で広場のような
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位寵にあるものがある。その代表的な遺跡から[吉野ヶ里タイプj とでも分類できるものである。佐

賀県吉野ケ里遺跡では，後期前半段階に二重環譲に控iまれて， J百四に住居跡が囲む真ん中の笛JiJTにj需

j罪状遺構が1基だけ営まれている(第20詔)0周溝には板を立てて内部を遮断したような痕跡が認め

られる O 平塚JII添遺跡も長期後半以設の段階に多重環濠に関まれた集落の中心にあって，入 ~J 仁]とさ

れる橋を渡って中に進んだところの!よ場に作られている(第20図)0この涼の辻遺跡や吉野ヶ里遺跡

平塚)11添遺罫は，いずれも弥生時代のクニの中心的な集落である c こうした遺跡における毘溝状遺構

の意味は，一般的な集落における意味とは違ったものであるかもしれないっ

原の辻遺跡の舟Ji毒状遺講は，弥生時代中期の溝が張り出した部分に重複して作られているc

完全に埋まりきらなかった状態で、残っていたと考えられる。そこは原の辻遺跡の中でも最も高い部分

で，現状では，ここから南側に下っていくが，周溝状遺構のいハくjレをみると，周溝状遺講の下面のレ

ベルはlまぼづiEしている。一番高い鱒の北関で床揺のレベルは， トレンチCDで16.95m，~'番低い舗

の南部で床面のレベルは， トレンチ舎で16.90mと詰ぽ一定である。ということは，今では南慨に額

斜しているこの部分も，もともとは平坦に近かったと考えられるだろう。

揺立柱建物との関係も注意される。平塚JIIi~遺蕗で !i，入り口から入ると題溝状遺構の後ろに 4 棟

の大きな並び倉がある O この原の辻遺跡では逆に入り口が北方向なので，祭殿と考えられた建物の南

鱒背後に閤j毒状遺構があることになる。

罵講状遺構から出土した遺物としては，土器のほか，鉄剣 1・鉄鎌 1・鉄片数値など鉄器の多さが

際立っている。このように鉄器が多量に出土する点は周溝状遺帯としては異例で、ある。周溝状遺構が

一殻化している地域における，思溝;1犬遺構とは違った機能を持っている可立を性もある。

原の辻遺跡閤溝状遺構の問題点

原の辻遺跡に限らず，周溝~.犬遺構の持つ最大の問題点は遺構の性J悟である。 前述のとおり，平塚

JII添遺跡や吉野ヶ里遺跡でもこの種の遺講が重要な位置に立地しながらも，整備対象にならなかった

のは，撃情時点で，この遺構の評揺が定まっていなかったという点が大きかったと考える O

今回はこの地芭を整鰭するに当たって，国i葺状遺構の復元は避けて通れない状況である。実施され

れば，全国的に見ても局講状遺構寵元の初めてのケースになるため，現段階におけるその考吉学的位

置づけも明確にする作業が必要になる。現在の研究では， )冨溝状遺講の性格について?状況判断から

祭記遺構と考える説が有力であ i人筆者もそう考えている。祭記でも集落からしか発見されないこと

を考えると，葬送儀礼にかかるものではないか，あるいは葬送義社にしても埋葬に関わるものではな

い，いずれにしても集落を舞台とした祭認であると誰制される c

援元についてん言え;主祭詑遺構としてもどのような祭詑か，その具体的な楼龍を示す額/極的な根拠

がまだ、見つかっていない以上，状部に持かを建てたり，量くなどして，その解釈に余分なものを付

加することがないようにすべきだと考える。

原の辻遺爵は，広範に各地域と活発な交渉を持っている。そうした点、で，主として筑紫平野以南に
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密度濃く広がる周溝状遺構が，この遺跡に突然出現することは，原の辻遺蕗の交易圏が，海を介して

筑紫平野にも及んでいたことを示すかもしれない。平塚111添遺跡や吉野ヶ里遺跡のような集落で執り

行われていた祭記に影響を受けた可能性も否定できない。分布の薄い西北九州にあって，この原の辻

遺跡にだけ，国溝状遺構が出現する背景にどういう社会状況があったのか，今後の調査の進展に期待

したいσ
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2.高元地区の調査

(1) 調査概要

高元地区は，原の辻遺跡:の生活域である抵台地上の北半部に栢当する。このエリアは，平成6年度

に!日芦辺町教育委員会(現壱岐市教育委員会)によってはじめて本格的な調査が実施され，多数の竪

穴住居跡や土坑をはじめとする遺講群が検出された。従来，生活遺構は祭議場毘辺の原地[涯を中心に

検出されていたが，この調査により，抵台地上全域にわたって弥生時代の生活討が広がる可能'性が高

くなった。その後，低台地北半部における遺構群の記握を目的として，平成14年度以!弘涼の辻遺跡

調査研究事業に伴う発掘調査を継続的に実接している。これにより，低台地北半部では，竪穴住居や

土坑群が弥生時代中期~古墳時代前期にかけて農関していることが、開明した。また，これら遺構群の

時期的な変遷に関しても，弥生時代中期の土坑を中心とする遺構者ーから，弥生時代設期には遺構分布

が希薄になり，古墳時代前期には竪穴住居群が展開することが明らかになってきた。

しかし，生活域の調査が集中して行われている原地広忠辺の遺構群と比較するには，原地区と高元

地区との間に未調査菌所が多く，原の辻遺跡全体の生活遺構の変遷を辿ることが国難な状況にある。

また，平成15年度に実施した祭議場関辺の調査成果から，原の辻遺跡蕗辺では，弥生時代以降現在ま

でにさまざまな土地の改変が繰り返されており，現在我々が司にする原の辻遺跡の景観は，厳密には

「弥生時代の原民景j とは異なることが明確となった。そこで，本年度の調査では，原地区から高元

地区にかけて南北約200mにわたって幅4mのトレンチ調査rRを車線上に設定し，弥生時代における

沼地形の復元と未調査笛所における遺構群の把握を試みた(第21図)0

調査区は， Îjl言 4mのトレンチを20mおきに[宝分して 9 カ所設定し，北から A[亙 ~I 区とした。各調

査区の間に幅 1mの土層観察用ベルトを設置したが，運搬車両の通路や耕作者の作業通路を確保する

必要から， A l豆.B区間を10m，E .p区間を25m間i舗をおくことにした。また，同様の理由から

最南端iのn壬のみを南北長25mの調査区とした。なお，これらの調査区は，地籍上深江鵠亀触宇高元

から字涼までを含むが，先に報告した)京地在調査区と区別するため，ここでは一括して高元地誌と呼

称する。調査活横は合計740ばである。

調査は，最南端の I[Rから開始した。当初，未調査笛pJTの遺講群を確認する必要から，調査区全面

を遺構検出話まで掘り下げたが，遺構群の切り合い確認のために酉竪沿いにサブトレンチを設定して

掘り下げたところ.土層の特設から竣数の文化層が存在することが判明した。これらの文化層は，調

査区全面に広がる可龍牲が強いことから，調査の方針を切り替え，未調査箆所の遺構群確認を断念し

て，サブトレンチの掘削による文化層の確認と，これに基づいた白地形の援元に専念することとした。

したがって， P区以南ーの調査区は調査区全面を遺講検出面まで掘り下げたものの， E区以北の調査i支

は!日耕土を全面除去した後，西壁沿いのみを幅 1mで、基盤層まで掘り下げることとなった。土層の詳

組な観察の結果，調査全体が少なくとも 2枚の丈化層に分かれることが判明するとともに弥生時

代のi日地形に関しても重要な知見を得ることができた。
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(2) 各諦査区における成果

• A IK 

・基本土麗

A区は高元地区の最北端に泣霞する。平成14年度の調査で，古墳時代の住民群が密集して検出され

た謂査区の西鶴に韓義する C 調査は耕作面を全語絵去した後，酉壁沿いをi揺1mで、岩盤まで掘り下げ

た。なお，後述する第 l文化習について;え遺講検出ラインを記録し出土遺物もドットマップを作製

して取り上げたものの，第2丈fヒf吾以下は管位毎に一括して遺物を取り土層から透講屈の存在

を確認した(第22図)0

は，最上震の耕作土産 iぐに黒揚色粘質土が帯状に堆横L，弥生時代中期~後期の土器にf'fって

境土間やカーボン集中域を検出しており，生活i百と考えられる(第 1文化層) (第22図2層)。第 1文

化層の ff揺は，部分的にピット状の落ち込みが確認できるものの，標高11.40m付-:ifrでほぼフラット

に堆積している。先述の通り，遺講検出i長iで、;境二t.函やカーボ、ン集中積所を検出していることから，設

数の竪穴住居士立が切り合っているものと考えられる。

3震は黄茶謁色粘費土で，2層の黒謁色土と基盤震である玄武岩岩盤から遊離した黄褐色粒子の混合

である。調査区全面でi百i的な広がりを見せることから第2文化層とした(第22留)0 調査区南端部

や北端部付近では，標高11.20mf;J‘近でフラットに堆撞する箇所が認められ，竪穴住居師、の可能性が

あるものの，大半はピット状の落ち込みである C 落ち込みの床面接高は10.80m ~ 11. 10mと騒があり，

膏慨に向かうほど深く掘削する傾向にある。弥生時代中期の土器が出土している。

41替は灰褐色粘質土で高端部付近にのみ堆積する。 下面に焼土が帯状に堆覆することから生活顧と

考えられるが，調査区全面に広がることはなく， f也の議査反でも対応するj二層が確認で、きないことか

ら，丈化震として特定するには至らなかった。弥生時代中部の土器が出-としている。

5層;主主五茶褐邑粘質土で，南揺部でのみ検出している。遺物は出土しなかった。 6層は地山である c

・出土遺物

弥生時代前期後葉から弥生時代終末の土器が出土している(第23国)0 2・3のように第2丈化震

に伴う遺物もあるが，大半は第 1文化層に伴うものである o 4!ま板付llb式の翠口縁部で，口縁端部

に刻みがある o 16は台{す撃の底部付近で，思後系の土器と考えられるc

A[Rでは，第 1丈化層では弥生時代中期後葉の土器も若干含むものの，基本的に弥生時代後期後葉

~終末の土器が主体となる。 8 • 12・13・18は弥生時代柊末の土器群であるが，調査区中央の第 l文

化寝からカーボン集中層にともなって出したことから 題辺にこの時期の住居跡が援拐するものと

考えられる。第2文化層は弥生時代中期111葉(須玖 I古段措)となる。

土器以外で、iま，後期間石器時代の縦長郡片 (19・20)，扇平片刃石斧の素材である頁岩製縦長剥片

(21) ，ガラス小五 (22• 23)が出土している。 2Uま白熱面を打記とし，節理と直交方向に剥出して

いるため，作業面および主要剥離面に節理が縞状に観察できる。鰭酉に節理面を
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ーB藍

・基本土層

B [2<:(土，平成15年度調査i互に擁接 L，平成14年芝調査区の A 部と重なる。議査は調査lR全面の耕作

を除去した後，西壁沿いを幅 1mで岩盤まで掘り下げた。その緊，第 l文化震の遺構検出ラインを

記録するとともに，これに伴う遺物もドットマップを作製して取り上げた(第24密)0

土震は最上!援に客土が[亨く堆積しており，地表面から遺講検出面までの涼さは約60cmで、あるけ層)

{第24菌)0客土中に辻弥生土器の小片が多数散在しており，鰻頭嬬をス/([B{とするj涯に，同館の遺構

を部平して盛り土した造成土と考えられる。

2s醤は黒福色粘震二i二で、第 1文化}援に相当する。大型!の土器Hを多く含むc 弥生時代中期の遺物も

むものの，弥生時代替末~古墳時代前期を主体とするつ調査亘南 よび調査広中央部で…ir商ライ

ンが標高11.20m付近まで落ち込んで、いる。また，調査区中央部の第 1文化層下両では，帯状に伸び

る境土を確認しており，援数の竪穴住居が切り合っているものと考えられる。

3 層~6 寵は第 2 文fヒ層である。地 IlJに類保した黄褐色粒子が混じる点が特畿で，粒子の混入量や

カーボンの詫入量で細分している。 4層下面や 5層下両には地rJJに類似した粘質土が者:IJ¥に堆積して

おり，竪穴住居沫頭の張り床の可能性がある c 弥生時代中野jの土器を IトL'(こ，調査[2<:r十1央部では弥生

時代前期末~中期初頭の土器も出土している。

7層は決茶褐色粘質七で、遺物を若干含む。 7'I吾は円形の平i百プランが確認でき，土坑覆土であろ

う。 8層l土地粘土で、ある c

・出土遺物

第25図 1・2・11・14・15・17は第2文化層から出土した土器である。弥生時代前期末-_tjl期初頭

および中期後葉の土器である o 1 は註立する仁]縁部に三角突帯を ~(î 1)付け，上i討をやや平坦に頭取り

し，端部に梨みを付ける c LJ縁部下の胸部には無刻三角突苦を貼り付けている。 2・3・4は板付E

式の土器胸部片で、ある。 3は斜め方向のハケメおよび横走する沈隷が観察できる。 4は横定する 2条

の沈線が確認できる。いずれも出土佐遣は明薙でないが， 1 • 2 I出守計1七リi土i土地員地地ll./;点?主毘辺の}士

;はま板f付すE式の壷頚苦部t片片-でで、ある O 横走する 4条の沈線とヘラ描きの綾杉丈の宮告が認められる。 12・16

は第 I文化層出士土器である(第24函)0 12は弥生時代終末の護， 16は古墳時代前期の高杯である。

20""'27に辻土器以外の遺物をまとめた。 20は石鎌である。頁岩製で、刃吉1)はi有湾刃で、ある。背面と

部鵠屈は鈍角をなし，基部の下i語は面取りしている c 第2文化層中から出土した。 23は続打共である。

綾密な玄武岩裂で，長軸両端部に細かい鼓打痕が面的に広がる。特に下端部の離打面は研壌を伴う運

動の結果，面取りが譲数確認できる。 24・25は銅識である G 24は身部と基誌の境にタ によ

る五百みの跨が残り， 1窮屈観が出している。 26は鋼部!の破!十である O 全体;二湾崩 L，内面はi話取りし

ている。能rr面かまぼこ形である。 27は鹿角柄付き万子である。 者自主鹿角先端部の髄孔をくりぬき，

面を]ゅ寧に研磨している O 刀子は刃奇t鶴に関をお:ち，下両観がやや湾曲するものの，細身で比較的鋭

利である。万子柄下露に亀裂が認められる。

… 50-



X=84166.590i 
Y=23455.382J 

「一一時一一一一一尚一一一一一町一一一一 寸 X=84167.435， I 
Y =23459..285) 

--も~可む弘、

議国色粘質ごL

D青茶褐

日音褐色粘愛土

4
4
A帥

1

Q
V
4
1
 

8

5

 

吋

f
η
d

4

6

 

4
1
A件

A
斗

q
u

n
H
M
門
/
加

古

担

V
〈

V
a

九
「
ベ

L
[
 

1-'-'岬 oo..?_〆市ノ_.帽'-'-'1

凡例

.士総 i 
晶よ7 総 i 
o ガラス ! 

i 醐欽 i 

i口骨 ; 

1
1
日
M
A
l
-
-

地山。明黄色粘土溺

焼土

i3.00m 

o 4m 
I，~竺ヱごご竺竺2ニどご土士で2ニ二一二二二2二ニニニニニニニニ工立二1

2文化膿)1文化麗，高光 81R3fL臨図および‘ニt層国 (S= 1 /80) 事務24闘



Y
 
ご二「

r
T
 
P
H
I
U
U
 む

し一一一一一一一ー一一+一一一一一一一一一一一一ー一一一守一一

三三割主主主主主主亙

ウ13
s 

3 

イ ー

pu 

11 

L日

そ三三

L、
s 

10 

12 

二二三三三ニ之二つ

。

「…

三グ

ぐコ)

19 

23 

む
届遍

10cm 
扇面ーー函扇面ーー函函画面函一一→

m
 

p
u
 

nu 
n
d
 

-n/』

o 〈之二〉 。
O 

ζ:::， 27 
24 0 25 26 G 20cm -

第25毘高元 8藍出土遺物

-52-



.c区

・基本土麗

C豆は，平成6年震に芦辺軒教育委員会(現壱岐市教育委員会)によって実施された調査区の一部

である(第21国)0 報告書によれば，複数の遺構を確認したものの，掘り下げずにそのまま理め戻し

ている。本年度は，調査区全面の耕作土を除去したfえ酉護沿いに幅 1mのトレンチを設重し，者盤

まで掘り下げた。その捺，第 1文化層および第 2文化属の一部については，遺構検出ラインおよび出

土遺物に関する記録を作製したものの， f患の土層については層位毎に一」話して遺物を取り上げた(第

26国)0 

第 1 丈化!蓄は 2 層黒謁~粘震土である。調査区北端部で古墳時代前期の土器が焼土面とともにまと

まって出土L，竪穴住居が存在するものと考えられる (SC1 ) 0 2層は，調査区中央より南鶴では確

認できない。 3層 -4層は第2丈化層である。黄褐色粒子が多く混じる点で共通するものの，混入量

やカーボンの存無で細分される。識査区北部で土坑状の落ち込み (SK1 . SK 2)，調査区中央で竪

穴住居と見られる落ち込み (SC2・SC3)が確認でき，弥生時代中期中葉~後葉の土器が出土して

いる。 5層は淡茶褐色粘質土である。地上に乗る堆穣土で遺物は出土していない。

なお?調査区南半部で;土地UJがせり上がり，これより以南では文化j習を確認することができなかっ

た。おそらく， 18地形の標高が部分的に高かったため，第 l文化層ー第2文化層ともに削王子されて確

認できなかったものと考えられる。

・出土遺物

1・2は第 1文化層 SC1出土土器である(第27図)。北端部で境土などとともに出土しており，竪

穴住居出土と考えられる o は丸!まの壷で非常に了寧な作りである。胎土に金雲母を多く含み，摂部

に模方向のヘラミガキが残る。 2は完形の高杯で，胸部外語および、杯部内面に暗丈状のヘラミガキが

残る o 1と同様非常に了寧な作りである。

3~8 は第 2 文化層 SC2 出土土器である。須玖豆式古段階の土器群で 護を主体に丹塗りの広口

壷(6 )も出土している。 9~18は第 2 文化層 SK 1出土土器である。須玖豆式新設搭の土器群で，

棄を中心とした構成である。 19の斐底部Li，第2文化層 SK2からの出土である。

土器以外の遺物は多くないが2点を図化した。 20は頁岩製の扇平片刃石斧であるが福狭で厚みが

ある c a面では基部寄りに浅い扶りがあり，扇平片刃石斧では珍しい加工である o 21は麿製石剣の切

先片であるや頁岩裂で縞を中心に左右;こ蔀理の稿模様が見える。いずれも第2遺構菌検出面からの出

土で，弥生時代中期の遺物である。

. 0区

・基本土層

D ま今回務めて調査した;地点である(第21国)0A~C 区と同様，全面耕作土を除去した後，習

を輯 1mで、岩盤まで掘り下げた。その第 1丈fヒ層では遺構平面習を作製するとともに，ドッ

~53-
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トマップを作製して遺物を取り上げた。第 2文化層以下は，層{立毎に一括して遺物を取り上げ，土層

の観察で遺構の有無を確認した。

第1文化層は 2層黒褐色粘壁土である{第話題)0 徴妙な色謂の違いから細分できる。寵端部で、壌

土が惇う浅い落ち込みを検出しており，竪穴住居と考えられる。出土遺物は明確でないが， [建議する

E区の状況から弥生時代終末~古墳時代前期の文化層と考えられる。謂査区南半吉1)で寧く堆積するも

のの北側に向かうにつれて徐々に薄くなり，北半音I~で lまピットがわずかに確認できるにすぎない。第

2文化層は 3層である。竪穴住晋と考えられる方形の落ち込み (SC1・SC2)や土坑群 (SK1 ~SK 

3 )が認められる O 出土遺物から弥生時代中期初頭~中期末の文化層と考えられる o 4)蓄はi炎茶掲色

粘質土， 5層は淡黒褐色粘質土である。しづヱれも遺物辻出土していなし、。

・出土遺物

第盟国 1・2は調査L>U凶器部の SC1出土土器である。小片であるがいずれも弥生時代中期後葉(須

致、豆式古段階)の妻である。 3""'8は謂査区南端部の SC3出土土器で、ある。弥生時代中期中葉~後

葉の土器(3・7)と，弥生時代務末~古墳時代前期の土器 (4"'"6・8)が出土しており，護数の

時期の遺構が切り合っているものと考えられる。 9""'11はSC2出土土器である。誌生時代中期末(須

玖豆式新段階)の土器である c 12"'19はSK1出土土器。弥生時代中期中葉、}中期末にかけての土器

が出土しており，複数の遺構に絡んでいる可能性がある。 19は，口縁端部が内面に短く突出して， 上

面を平tJIに仕上げており，須玖 I古段階まで遡る可詑性がある o 12~14は口縁部が「く j の字形;こ括

れるが，内面・外面ともに竣隷は不明鞭で後期までは下らないであろう。麓30国22""'27はSK2出土

土器である。いずれも弥生時代中期末(猿玖豆式新段階)の土器である。

32は後期18石器時代の黒曜石製岩片である。厚みのある寸詰まりの剥片でヲ台形石器の素材と考え

られる。 33は小型のナイフ形石器である。 34は局部磨製石畿である O 調整罰離で形態を整えた後，体

部を平坦に研麗している。特に a面の1i芳磨は入念に行っている o 35は石えの基部破片である。主j部お

よび関を研磨し大きめの穿孔を施す。 36'土厚みのある頁岩製縦長剥片品で石撃の素材であろう。 a面i主

主要剥離冨で，部分的に研磨がみられる o C 言語は語理面でこの面を打面として a酉と b面に調整剥離

を加える o b語は自然面で縦方向に蔀理の縞模榛が観察できる。 39は鉄撃である。身部には厚みがあ

り上場に袋部の一部が確認できる O

. E豆

.基本土麗

本年度iまじめて謂査した笛所である(第21毘)。調査は調査区全面にわたって耕作土を揺り下げた

後，西壁沿いを幅 1mにわたって岩盤まで掘り下.げた。その際，第 1文化層については遺構検出ライ

ンを記録するとともに， ドットマップを作製して遺物を取り上げた。第 2文化層以下について{え土

層毎に一括して遺物を京りとげ

第 1丈化層は 2層黒褐色粘質土である(第31冨)0色講の微妙な違いで縮分できるC耕作土直下か

~56-
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高先 DI?I出土遺物客第30闇

ら寧さ約40ω程度で調査区全体に展開する。弥生時代中期と f主墳時代読期の土器がiE在するが，占墳

この時期の丈化層と考えてよいであろう。調査註南端部で SC時代前期の土器が比較的残りがよく，

で:黄褐色枝子が散であるc 時茶褐色粘質1，調査i丘中央部で SC2を確認した。 2丈化層は 3

なりょと3層は， 1をの認査区と在する。弥生時代前期後葉~中期末にかけての土器が出一色している。

:J 4層i土決茶褐色粘質:七，較的フラットな堆積で，複数の嬰穴住居が辺り合っている可能性がある O

層は淡黒褐色粘質上で、無遺物層である。

おびただしい数の遺物が出土した(第32留~第34国)0

59-

2文化器上主互にかけて，

.遺物

第1文化!喜一下記から



1 ~14(土弥生侍代前期後葉~中期初頭の土器である。外反[]縁の土器で，端部に刻みを持つものには，

深く密に刻むもの(1 )と浅くまばらに刻みもの(2・3)の 2者が存在する o 6 t土腕部片で 2条の

刻日突習を貼り付ける o 10は壷室長部で，上下2条の沈線で区[訴された範囲に，貝殻施丈の状文がめ

ぐる017も古手の壷口縁部である。 15・18・19・24・25なども弥生時代中期初頭~詰葉にかけての土

器で，口縁部に厚みがあ iり)上出

の土器でで、あろう ο いずれも第2文化愚からの出土である。

第33国27~34 ・ 36辻占墳時代前期の土器である。布器系の翠を主体に輩 (34) ・小型丸底壷 (36)

で構成される。いずれも SC2からの出土である o 38はミニチュアの小壷で，第 2文化層から出土し

たc 小さな自底で腕部上位に最大窪を持ち，太めの頚部が直立気味に立ち上がる。須玖E式吉段階の

広口壷をモデルにしたものと考えられ，中期後葉に位置付けられよう。第話題48は瓦笠土器で、ある O

縄誇丈と横走する沈援が3条薙認できる。 49は楽浪系土器で，壷の口縁部であろうか。ラッパ形に大

きく開き，端部をなでてやや拡張Lている。表裏とも lill転ナデ調整である。いずれも第 1文化層中か

ら出土したものである。

50~59はそのf患の遺物をまとめた。 50' 51は後期i日石器時代の黒曜石製縦長まIj片A の-部である。 50

のような寸詰まりの剥片は，台形石器の素材と考えられる o 52は頁岩製縦長手u片で，表裏に作業面お

よび主要事II離面を残すが，儲面からの調整剥離が加わるとともに部分的" している C 側i出土節理

面である c 五撃の素材であろう。 53!土石斧未成品か。頁岩裂で a面 'bTI討を中心に1lt!J面から調整剥離

を加え a揺は研磨.b面は戴打で稜様をつぶしている O 品面下端部lま片刃状に1i7f磨している o C 語iに

は第理面を残していることから， 52のような頁岩製縦長剥片から製作されたものと考えられる。 52は

第1文化層， 53は第2文化層からの出土であるが， 52については第2文化層からの詫入の可能性もあ

るo 54は鼓打具で鍛密な玄武岩製である。自然擦の稜線上を中心に，議釘疫が帯状に広がる。 56・57

は鉄片である。 56は扇平で端部を鈍角に折り曲げている。 57は断面捜形の捧状鉄製品で，万子の可能

性もある o 56は第2丈化層， 57は第 1文化震からの出土である o 58は石製支騨である。 SC2から出

土した。硬質の;疑灰岩裂で体部中央から背面にかけて壌が付着する o 59は厚みのある石lIIlである。機

能部はフラットで摩滅痕が面的に広がる。第 2文化層からの出土で、ある。

• F [x 

e基本土彊

本年震はじめて調査する笥月号である{第21毘)。謁査は調査区全揺を遺構検出面まで掘り下げた。

この際，弥生時代中期を中心とする，おびただしい数の遺物が出土 L.当初撹言乱L層として捉えたため，

謂査区ヰヰ中1央部以南については 5mグlリjツト毎;にこ

レンチ調査を実施したところ，遺物出土レベルで複数のピットを確認するとともに，土器取り上げ後

に行った床面の精査により，再様のピット群を確認したことから，括して取り上げた土器群が第 1

文化層の遺物であることが判明した(第諸国)0そこで，土器群が残る北端部について， 1苓北方向と

~60-
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東西方向にIPM1 mのトレンチを設定し， ドットマップを作製して遺物を取り上げるとともに，土層の

観察から遺携の確認を行った{第36罷)0 

第1文化震は 2麗. 3 層で，いず、れも黒褐色粘質土である。淳さlOcm~20cm と薄いものの，調査区

全面に広がり，南端部ではかなり深いレベルでも文化層の堆積が認められる O 第 1文化層の時期は，

北端部では弥生時代終末を主体とするが，一括取り上げ分を加えると，特に謂査毘中央部で、は弥生時

代中期後葉~末の遺構が展開している可詮性が高いc 第2文化麗は 4層である。カーボ、ンおよび壌土

粒と考えられる赤嶺色粒子が混じる点が持殻である o f患の調査区と比較すると，黄褐色粒子が混入す

る特徴的な堆積物は認められないものの，カーボン以外の混入物を含む点から第2文化層に対応、でき

るものと考えた。北端部および南端部の一部で堆積を確認するにとどまる。持期;ま，北端部でのm土

状況から，弥生時代中期設葉~末と考えられる。 北端部・南端部ともに基本的にフラットな堆積で部

分的にピット状の落ち込みが薙認できることから，複数の竪穴住居の存在が示唆される。

.遺物

北端部を E十刊、におびただしい数の遺物が集中しており， ドットマップを作製して取り上げただけで

も，土器265点，石器38点，獣骨を中心とする自然遺物23点が出土している(第36密)0

第37図は，弥生時代前期後葉~中期末の土器をまとめた。 1~7 は弥生時代前期後葉~中期初頭の

土器群で，いずれも小片である。外反口縁を特雛とする斐 (1~ 5)や，頚、部にヘラ描き沈鰻で:jJ状

丈や縦方向の充填沈稼を施す壷(6 ・ n など，いずれも板付 IIb 式の特鍛を持つものである。 8~

31は，弥生時代中期の土器である。やや古手の土器もあるものの，ほとんどが弥生時代中期末の須玖

E式新段階のものである。護を玉体とするものの， 20-21のような丹塗りの鏡先日縁壷や高杯 (23)， 

器台 (24-26)で構成される c 27は蓋棺の口縁部片で，内面に大きく張り出すものの，外語への突出

がわずかであることから，橋口編年の KIIc式に対よとできょう。 28は自殺文系の牽口縁部である。や

や内領する口縁部上面に 2条の沈線が巡り.口縁端部にシャープな亥uみを密;こ施す。飴土が精良で色

調も須玖式系の土器と異なることから，搬入品と考えられる。これらの土器は第 1文化器から第2文

化層にまたがって出土している。

第39図~第40留は，弥生時代終末の土器群で、ある。斐は「く jの字口縁で廟がやや張札底部は凸

レンズ状となる O 誌のように成部外面付近をけずるものもある。壷は，口縁部が内1l'!ljに屈曲する袋状

口縁壷の系譜を引くもの (53・54・59)や，銀!先状口縁壷の系譜を引き，口縁端部に妻IJみを持つ大型

の壷 (55・56)などがある。 54は胸部に焼成後の穿孔がある G 57はラッパ状に開く素口縁の壷である

が，口縁部外語から頚部にかけて丹塗りの痕誌が残る。 58は胸部に幅広の突帯を貼り1.jけ，大きめの

粗い梨みを捻す。 62・63は高杯である O いずれも坪部中位から口縁部にかけて重立気味に立ち上がり

ゆるやかに外反するものである。 62は口隷部上揺を水平に面寂りし， 63は外語に丹塗りの痕跡を残す。

第40思66-721土，第 l丈化層に梓うピット出土土器である。弥生時代中期後葉~後期にかけての土

器が出土している。 73~75は楽浪系土器である。 73は鉢口縁部片で、あろうか。口縁端部を商事(りし，

口縁直下に突苦が巡る。 74は口縁部片ーであるが，額きから壷と見られる c 口縁部上半が毘畠気味に外

-65-
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第4H翠 高元 F区出土遺物事

反 L，口縁端部は尖り気味に納める。 73・74はいずれも難聴による回転ナデ調整で整形した痕跡を残

す。 75は大型蛮の口縁部片である。 LJ報端部にかけて徐々に厚みを減じ，端部はヤや外側に張り出す。

;表裏にi土それぞれ縦方向・横方向のタタキの痕跡を残す。 76・77は瓦質土器である。いずれも縄背丈

と横方向の沈線が確認できるが，76tま下半部がやや内湾気味で，この部分は斜位方向の縄藷文となる。

第40歯78から第41図にかけて，土器以外の遺物を掲載した。 79"""80は打製石鋭、である。 80は全体に

粗い調整剥離を加えており，未成品と考えられる。 78は玄武岩製， 79.80は漆黒色の黒曜石製である。

81 ・ 83~88は石斧およびその未成品である。 81 は頁岩製縦長剥片で，扇平片刃石斧の未成品である。

b面は主要剥高It商で，部分的に研磨を加える o C面を中心に側面への調整剥離が顕著であるが，館理

面の軟費部分除去が日的であろう。 83は柱状片刃石斧の未成品である。断面三角形で頭部から傑語iに

むけて調整封離を加え，蔽打。研!容を加えるつ bl面は腎に入念に研磨 L，平滑に整えている o 84は玄

武岩製の石斧で，風化による出凸が顕著である。刃部付近を片刃状に研磨しているが， b面は刃部か

ら基部にかけて剥離欠損している o 85は黒色頁岩裂の石斧で，裏'rtIi~持1J理に沿って欠損している。 88

i土完形の磨製石斧である O 厚手で両刃に加工しており，伐採斧であろう O 融打および研磨整形の跡が

残る。第41麗89は磨製石剣の未成品で、あろうか。厚みのある扇平な頁岩を素材とし，基吉!jをqJ{，、l二部

離および蔽打により側面に扶りを付けている。側面全体に離打痕が巡っており，明確な刃部の形成は

認められない。 90は鼓打具である。{本部中央に縮長いシャープな鼓打痕が集中し面的に広がる。 91も
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円柱状の鼓打呉とみられ，端部を中心に離打痕が集中する。

92~95は鉄製品である c 92は鋳造鉄斧の慨函付近の，鼓片である c C 両側面がやや湾曲しており，接

75に開く鋳造鉄斧であったと推測される。 a爵には袋部の痕跡が先端部付近まで確認できる O 錆膨れ

のため二次的に加工した痕跡は確認できないc 931ま万二子の切先片であろう。 94tま鉄撃である。身部;土

扇平で，鉄鉾の可能性も考えられる o 95は扇平な棒状鉄製品で，鉄素材であろう c いずれも第 1丈化

層からの出二i二で、ある。

97t之麗角製栴である。やや短いものの査結的で髄孔を丁寧に割り抜いている。

. G 12$: 

・基本土層

Grまは本年度はじめて調査した箇所である(第21~)o 調査は，調査区全体を遺構検出面まで掘り

下げた後， ]JLi壁iuいおよび調査区ヰ1央部に南北方‘向・東西方向のトレンチを幅 1mで、それぞれ設置し，

まで撮り下げた(第42函)0遺構検出面ではぜット群および焼土面を検出したが，検出したピッ

トは全て半裁して規模および所属時期を検討した。また， トレンチ内の遺物は，第 1遺構語から

遺構留についてドットマップを作製して取り l'.げたO

第1文化層は 2層黒褐色粘費土で、ある O 部分的にこ七坑状の落ち込みが認められるものの，厚さ約10

cmで、調査区全体に展開する O 検出したピット群も全て第 1文化層に伴うものである。時期は弥生時代

中期後葉を主体とし，弥生時代襲来~古壇時代詩期の遺物も散見される。第2文化層は 3'層および

3"層である。黄褐色粒子が準じる点で暫i析した。調査i丘中央および調査毘北端部で 2基のピット

を確認Lたにすぎない。遺物は出土しなかったが，後述する下悪文化層の時期から，弥生時代中期中

葉~後葉と推測される。

G区では第 2文化層以下でも遺物の出土をみた。また， 6"詣では土坑状の落ち込みが複数確認でき

たc 落ち込み来語は標高9.7mにまで達しており，覆二i:-.の特鼓も褐色系の色調でカーボンが散在する

点で， f告の調査区では認められないものである。他の調査区との比較ができ会いため，どの程震の

がりを持つかは不明であるが，仮に下層文化層としておく。この文化層からは弥生時代中野j初頭の土

器が出土している。

・出土遺物

第43堕 1~4 ・ 6 ・ 7 は弥生時代中期初誤の土器で、ある。 fJ言文化屠から出土した。いずれも口縁

部と揺が内{項し，口縁外出の立ち上がりもなめらかに外長するものが多いo lH玄室桔口縁部で，[1緑

端部がi対話に突出するものの外面への突出が少ない特鍛から，橋口編年の KII c式に相当しよう 012・

13' 16""'27は第 1遺構面のピット群出土土器である。弥生時代中期後葉~末(須玖E式古段階~新段

賠)にかけての遺物が主体である o 18・26は弥生時代後期中葉以降の高均二口縁部と考えられるが，誌

については内面に口縁部立ち乞がりの複線が認められず，弥生時代経末期の二重口最壷口縁部の可詫

性もある o 25はさ7墳時代初頭の壷口縁部である。 27は弥生時代詩末の台付鉢瀞誌であろう。 28は板付
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式系土器のiヨ縁部である C やや幅広の日縁端部下端に大きめの刻みを付ける。 29は壷の頚部付近で、あ

ろうか。楕円形の浮文を貼り付け，中央部を指で押さえて窪ませている。

30~33{まその他の遺物である c 30は黒曜石製の縦長部片で，作業出q:!央に稜稜が走る。打面

打面であるc 後期出石器時代のものである。 311土石包了の被片であるc 頁宕ム裂で穿孔は表裏爵から

錐状工具でV字'Jf;の切り込みを入れた後，体部と垂直に穿干ししている。いずれも第 1 文化層に1'~~ う遺

物である o 33は棒状鉄製品である。車Ir語矩形でやや厚みがあるぐ鉄撃などの素材であろう。第 1文f

からのi出品土でで、ある。

. H区

.基本土麗

平成15年度に芦辺町教育委員会(現壱岐市教育委員会)が実施した調査区の北側に捺援する(第21

霞L調査は，調査区全面を遺構検出面まで擬り下げた後，壁沿いに幅 1mのトレンチを設定して

岩盤まで掘り下げた(第44醤)0遺構検出直では，竪穴住居と考えられる遺携やピット詳を検出し，

検出状況を記録した後，ピット群のみ半裁して時期および規模を確認した。また，遺構検出隔で出土

した土器もドットマップを作:裂して取り上げたっトレンチ内は，第 1遺構屈の土器はドットマップを

作製して取り上げたものの，第 2遺構面以下は層i立毎に一訴して取り上げた(第44毘)。

第1遺構面は 3層黒褐色粘質土および4層である。ピット:1犬の落ち込みも複数認められるものの，

淳さ約15cm前後で、フラットに堆積しており，調査i豆街、半部に震関する。 時期は遺構検出前i出土土器と

併せて，弥生時代中期末および弥生侍代終末の 2時期があり，夜数の時期の遺構が存在するものと考

えられる。第 2遺構面は 5層および4'層である。カーボンおよび、黄褐色の小粒子を含む点が特殻で

ある。最高端で、検出した 4'胃は， 3層黒褐色土に黄誌j急粒子が散在し，3層と 5層の特殻をmとせ持つ

が，葉掲色粒子ーが混入する点を重読して第2文化層の遺構と捉えた。 1調査反南半部に展開し，ピット

群を中心とする遺構を構成する。調査区南端部付近では， この文f化ヒ揺層tに伴う環濠を検i出品{しノている ο 断

面U宇形で

ないC 第2丈化}層妥の持期は，出土土器から弥生時代中期初頭と考えられる。

.出土遺物

第話題 1・4・5・19・20は第 2文化麗出土土器である 3 弥生時代中期初頭を主/体とするものの，

やや時期轄を持つo 1は口縁部上が内i頃し，口縁部外i面の立ち上がりはわずかに護識を持つ程霞で

ゆるやかに外反する。 19は刻日突帯丈土器の踊部片で，弥生時代前期まで選る可能d性を持つ。 20{ま朝

鮮半島系無文土器で、ある o []縁部が日開室長から大きく外反し，口縁き1$に接して断面水詩形の粘土経を鈷

り付ける O 胎土には大きめの石英粒子を多く含み，弥生土器とは異質である O 額吉[$内在立には縦方向に

指ナデの痕跡が残る。 2・3• 6......18は第 1文化層出土土器である。弥生時代中期中葉~中期末の土

器(2 ・ 7~9 ・ 15~18) と，弥生侍代後期経末の土器 (6 • 10-14 • 17)が出土している。 14は大

型の鉢で，底部外語を粗くけずっている。
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21は黒色頁岩を長方形に研:J書したもので，装身具であろうか。 22は袋状鉄斧であるコ基部から刃部

にかけて緩やかに開き，袋吉liの断面形は方形である。袋部の突き合わせば表面のi内接観察で

きないことから鋳造品の可能性もあるが，形態的な特設から，袋部を了寧に突き

の鍛造鉄斧と考えられる o 23は青銅製鍛先である。刃部を欠損するものの，ほほ全体形を把握できる。

出字形で基部から刃部にかけて緩やかに開く形態である。基部の端部辻 a面上諸はやや突出するも

のの， b面はフラットである。横断面は横長六角形である。

. I区

・基本土軍

平成11年変および平成15年疫に芦辺日0-教育委員会(現壱妓市教育委員会)が実施した調査i互に該当

する(第21醤)0 報告書、によれば，平成15iF震の調査は遺講検出面に達することなく埋め戻している

が，今回の調査でもこれを追認した(第44詔)0 調査;主調査区全面を第 1文化器遺構検出言語まで掘

り下げ，遺構検出ラインを関fヒするとともに，遺講検出面で出土した遺物はドットマップを作製して

取り上げた。また，検出した遺構については，ピット群のみ半裁して規模と時期を確認するにとどめ

た。その設，西堅治いに結 1mのトレンチを設定し，岩盤まで鋸り ftfて文化穏の有無を確認すると

ともに， ドットマップを作製して遺物を取り l'，げた(第44醤)0 第 1文化層は 3J脅黒褐邑粘費土であ

る。 翠さ20cm前後で、南半部を恥L、に展開するが，一部は商端部でも碍認できる。時期は弥生時代中期

~終末まで、の土器を含んで、おり，複数の時期の遺携が展開しているものと考えられる。第 2文化層は

4層・ 5層である。黄褐色粒子が混じる点が特鍛である。調査区北半音[iで認められるが，やや北寄り

で貯蔵穴と考えられる落ち込みを確認している。弥生持代中期中葉~後葉のもので，石鎌片も出土し

ている。時期は明確で無いものの，弥生時代中期に収まるものと推測される。

・出土遺物

第46霞は，いずれも第 1文化層出土遺物である。弥生時代中期ヰ1葉~中期末，および弥生時代終末

の土器が庁i二としている。 11は，須玖E式新段階の小型短頚豪である。Ll縁部に相対する 3つの穿孔が

確認できる O 表裏とも丹塗りである。 14は弥生時代終末の査である。 n縁部はほぼ直立し.口縁部の

付け根に幅広の三角突帯がつく。 15も同議の土器で、あるが.口禄部の立ち上がりは夜立に近く， [二i縁

下の突苦i土産ff面矩7ちである。 25は沈線を施す土器。天地左右は不明で、あるが， 3条の沈謀が確認でき

る。 26'27は楽浪系土器。いずれも鉢口縁部であるが， 27は端部を丸く収める素[]縁でるのに討し

て， 26は口縁端部が肥厚L，U騒音E上i立ft之江ぼ水平で、ある。いずれも 'よる回転ナデ調整の痕跡

が顕著である。

28~30はガラス小玉， 31は碧玉製管玉である c 32は錦畿であるが，大半を欠損L，錆の毘辺の

存する。 33は鉄製万子， 34は鋳造鉄斧片と考えられる。 351ま小型鉄斧であるが，関}畜に瓦箔合の接合

わせ痕らしき突議がわずかに確認でき， の可吉E'性カ宝ある。 きない。
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(3) 小結

①護数の文化患の穣誌と摺題点

高元;地区の調査でLt，各調査区でと下2つの文化層が穫認された。第 1文化層は，黒鴇色粘質土を

特撮とし， F区以南では弥生時代中期の土器も出土するものの，大局的には弥生時代終末~占墳時代

前期の文化層と考えてよいであろう O 土層の観察からは，ピットも存在するものの，下面が比較的フ

ラットに堆積している開が多く，竪穴住居を中心とした講成になるものと考えられる。調査区全揺に

展開する文化器である O 第2文化層は，基盤層である玄武岩岩盤由来の黄褐色粒子が提入する暗謁色

系の粘賞土である o F [正 'G で対L与する文化層が不明瞭となるものの， ~まぼ全調査度にまたがって

検出している。 -t層の観察からは，ピット群や土坑群を 11'1心に構成されるものと考えられる。出土土

器から，時期は弥生時代議期設葉~中期中葉である。

従来の調査では，第 1文化層に詔当する黒褐色粘質土を覆土とする竪穴住居群(古墳時代前期)が，

弥生時代中期の第 2文化層に椙当する遺構群を浅く掘り出〔して構築される点は確認していたが，第2

丈化層については，調査区全体に文北層として存在するとは考えていなかった。本年授の譲査を踏ま

えると，これまで、の低台地上の調査は第 1文化層を中心とした調査に経蛤 L，第 l文化層が部平され

ている地区では第2文化層まで謡査が行われていたものと誰灘される。このように，丈北層の把謹が

できていなかったこれまでの調査成果のみでは， 1京の辻遺跡の時期間の集落変遷を追うことは毘難で

ある。特に第 2文化層の時期である弥生時代中期の遺構群は，すでに調査が完了している地fKでも下

層に残存する可能性があることから，従来考えられていたよりも広範簡に未確認の遺講群が展開して

いる可能性が高い。今出初めてその存在が明らかになった， Hl2<:検出の第2文化題相当の環濠は，こ

のことを象徴しているであろう。今誌は文化層の存在を前提とすることで，より呂的的な発掘謁査が

可能となろうが，特に第2文化層における遺講群の把握が，原の辻遺跡の集落構造を把握するよ:で重

要になってくるものと考えられる。

また， F 区 'G区をはじめとして，地点によっては第2文化層以下にも遺構群が展開することが明

らかとなった。 Gl2<:では仮に下層文化曹としたが，褐色系の色調でカーボンが散在する点が特徴であ

る。顕辺の謂査区とのつながりは不明較で，語的な広がりについては不明な点も多いが，時期的には

誌生時代前期末~中期初頭頃に泣霞付けられよう。この待期の遺物は低地部を中心に設見されるもの

の，遺構として認定できるものは少なく，集落構造の把握には暖味な点が多い。原の辻遺跡が形成さ

れて関もないこの時期の遺構群の把握は，京の辻遺跡の成り立ちを考える上で非常に重要である。下

層文化層と河時期の遺物は， E 区~G 区にかけて比較的まとまってしており，ある程震の広がり

を有するものと推測される。今誌は，下層文化層の広がりを把握するとともに，遺構群の権成や時期j

を明確にすることが重要な課題となる。
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事弥生時代における田地影の護元

.地形援充の方法

本年度の調査の大きな自的である弥生時代のIU地形の護元を試みる。現在の地形は，原の辻遺跡終

意設の約1，700年i習に，畑地や水沼化に伴って土地の改変が繰り返されてきた。このため，弥生時代

の!日地形をありのままに復元することは不可能といわざるを得ない。今回は，調査i亙壁面で確認した

ピット群を対象に，弥生時代のピット群が18地表面からー津にlPJヒ深さで握部されていたという前提

で，ピットの床面標高から!日地形の傾斜を割り出すことにした。当然，ピット群は建物の種類や規模，

地盤の状況によって深さが異なることが想定されるが，南北200mの地形の頻斜を大まかに復元する

際には有効な方法であると考える。地形復元の基準ラインは，第47図に示したとおり，本年境調査庄

の西壁ラインと，平成14年度~15年度にかけて調査を行った低台地北端部の東西ラインに設定した。

南北ラインと〆併せて東西ラインも援元するのは，より立体的な地形の複元が可能になることとァ平成

15年度調査区で検出した小兎棄棺から，弥生時代の地表指標高が推溺できると考えたからである。

ところで，今回の調査では設数の文化層が確認されたことで，沼地形の復元に捺してに遺構群

を扱うことはできない。そこで，第 1文化層のピット若手を対象に地7訟を復元することにした。この理

由は，第 1 文化層が全調査尽にわたって展開している点と，東開ラインで援元する平成14年!主..~15年

度の調査で検出したどット群が，第 1文化層に相当すると考えたからである。また， I日地形標高の推

定に利用する平成15年度検出の小史護措は弥生時代後期後葉のもので，第 1丈化層の時期に近いこと

も理由の一つである O なお，今回の調査で確認したのは[文化層jであり， r遺構面(生活面)Jを明

確に確認したわけではなし~閉じ文化層の中にも譲数の遺構面(生活面)が;存在する可能性はト分に

考えられるが，今回の謁査では明確にできなかった。第 1遺構屈は竪穴住居を中心に構成されると考

えられることから，ここで復元する!日地形は，第 1丈化!喜子磁を弥生時代終末~古墳時代前期の竪穴

校居床面，すなわち f遺構面(生活面)Jと想定し，竪穴住居群が掘り込まれた!日地表面が対象となる O

・東西ラインにおける沼地影の複元

具体的な地形復元に入る前に，現地形の観察から想定ロJ誌な!日地形について触れておく。第47習に

は，東西・南北の複元恭準ラインとともに，録台地の推定尾根議ラインを図化したc 推定尾根組ライ

ン毘辺は，現地形の観察から低台地上の分水嶺付近に椙当し，実際の発掘調査でも遺構が確認できな

かったり， 1患の地区と比較して遺構?の残りが悪い場合が多い。このことは，弥生時代においてもこの

ライン上に毘根議があり，長世の前半の影響を大きく受けたためと考えられる。したがって?弥生時

代のIE!地形を考える前提として，抵台地上の西{揺に偏る尾根組ラインを想定しておく。この尾根線、よ

り西舘では比較的傾斜がきっく遺構群の展開が希薄であるのに対して管東fHijではft宣斜が緩やかで，弥

生時代の遺構群は，推定尾根線ラインとから東関に主体的に営まれている。

東西ラインは，この誰定尾根線ライン付近から東へ約訪問の範菌に相当する c これまでの謁査で，

弥生時代中期の土坑群および¥言墳時代前期の竪穴住居群が主体的に展開していることを確認してい

る{第49盟L，東西地形復元土層ラインに治って，周辺のピット群および土坑群の断面を投影したの
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1号霊祭棺の復元

旧地形復元ライン

旧地形の傾斜復元ライン
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が第49国下段である O 大まかな傾向として，西鵠によとベて東到の遺構群が残りがよく，ぜットに関し

でも基本的に東舗の方が遺構検出語から深く揺り込んだ状態で検出される傾向にある。ピット群の床

面を線で繋ぐと， JJBから東へ傾斜する綾斜面となり.このラインが{頃斜毎元ラインである。西端と東

端のよと高差は約60cmである。傾斜複元ラインはあくまで傾斜を復元したにすぎず，実捺には，この鱈

斜でピットの深さ分だけ標高を上げた地点がIEl地形復元ラインということになる。問題はどットの探

さをどの程震見額もるかであるが，弥生時代の地表面諜高を誰i揺する重要なご子がかりが， 1号賓格で

ある。 平成15年震に検出した 1号翠持拡，単独で発晃された小児養指である(第49密)0 口縁部を

打ち欠いた下室と「く jの字口縁の上棄で講成され，下霊は完形で残るものの，上斐i土上半部が部平

されていた。掘り込みは，竪穴を揺部した後で横穴を斜めに掘り込んでおり，土坑床面は二段掘りと

なる。原の辻遺跡でこれまで検出された小史査結のうち，比較的残りのよいものは，掘り込みj二坑床

面からの検出面まで深さ50cm前後で、ある G これらの護持も残りがよいとはいえ，後世の部平の影響は

無視できず，本来の掘り込みの深さは80cm程震と考えることができる。 同様に，高元地包検出の 1号

斐棺の残存状況から掘り込み爵，すなわち!日地表面の標高を誰部すると，竪穴床面が標高約12.05m

であることから.80cm上乗せして，標高12.85mが!日地表面の襟高と考えることができるであろう o

1号霊桔検出地点の襟高を12.85mとして，先に復元した傾斜護元ラインの標高をこれに合わせる

と，現地表面上約35cm付近に毎元ラインが来ることになる。 10地形復元ラインからピット床面までの

深さは約70cm，竪穴住居床面までの深さは約60cm前後で，tまぼ妥当な援元といえるであろう。錆斜は

現地表面とほぼ開じであるが，東開では!日地形復元ラインの方が傾斜がきっくなる。

.南北ラインにおける!日地形の複元

本年度調査区西壁土層に第 1遺構面床面ラインを合成したのが，第48図である。ピット床面の標高

を比較すると，南側のn乏が最も高く，北側に向けて徐々に低くなり， A区が最も低くなる。東西ラ

インのIEl地形の復元により，ピット本来の深さが約70cmと誰測できたことから，南北ラインのピット

群の深さを同様に70cmと仮定L，ピット掘り込み揺を隷で結ぶと，南北方向の!日地形復元ラインが復

元できる(第綿密)0 北端部の A区から経やかな傾斜を描いて徐々に標高がとがり ，clR中央付近に

ピークが認められる。この:地点は耕作土産 r'C"地Ulを検i唱した地点で，元々標高が高かったために，

本来は存在したであろう第 1文化震・第 2文化層が，ともに部王子を受けたものと考えられる。この地

点の推定標高は12.80r孜前設と考えられる。 c区以南では，徐々に標高が低くなり， F区南端部付近

が最も抵くなる o F反推定最低地点の標高は， 11. 80mとなる。 G区以詣では徐々に標高が高くなり，

i区以南ではやや急設に標高が高くなって寵端部が最高地点となる o 1区誰定最高地点の標高は14.00

mとなる。このように南北ラインの!日地形は南から北にむけて傾斜する綾斜冨として復元できるが，

FI区~G 区の落ち込みと C 区中央部の高まりが復元できたこと ;ι 集落講造を考える前提として重要

な成果である。

・護元国土産影と文化麗の関保

復元した沼地影をもとに各文化層との関鋲や集落構造の見通しについて述べ，まとめに代えたいハ
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復元IU地形の特鍛の"~-つ iえ C 夜中央で復元した高まりである。 ctまでは，第 2 文化層は調査区北

宇部全面に展開するものの，第 1文化層は二!と端部で、わずかに検出したにすぎない。このこと泣，本来

尚文化層ともに調査区全面にわたって展開していたものの，高まりの部分が前平されることによって，

標高の高い第 i 文化層が大きくけずられた結果であろう。また，落ち込みとして復元した F 区~G

区では，特に G区で第2文化層より下位から下層文化層を検出している点がj主百される O 元々谷状

の落ち込みが東茜HI却に存在し，弥生時代前期末~中期初頭にかけて，水道を中心;こ遺構を構築して

いた可龍性が考えられるであろう。 如、的な広がりについては課題を残しているが， F[又 ~G 区の東慨

を中心に，下層丈fヒ層や!日;地形の落ち込みが存在する可能性があり，今後注意:が立、要である。

療の辻遺跡の集落の変遷;人弥生時代中期には北部で土坑群が，南j揺では竪穴住居群がそれぞれ展

開する頬向にある。未調査区が多く歩調査の進展に停って再検討が必要で、あるが?もしこの欝造が妥

当であれば，これら遺構群の分布をcDZ中央部の高まりが区画していた可能性も考えられるであろう。

このように，遺構群の展開だけでなく， I口地形の在り方を考慮することによって，今後原の辻遺跡

の集落構造が具体的に明らかにできるものと考えられる。 I日;地形の復元方法の再検討も含めて，今後

にゆだねられ 多い。

石器

第5表高完治露出土遺物観察表¢
守号'さ:音寺

-89 



第 6表高元地区出土遺物観察表②
I器
報告書号 ; 遺構'I'， 穫需 色調 i去

主間 Atぇsc 竜

陥容昔を、長
イ~ A区 sc 書室 2.5YIミミ 8

') i A[lSC ヨJζJ i県赤手島 i 5YR3 

<1 i AL主sc 委ぷ託
，に一日品・つ3搭予立言 1 

iR7'll 

S! A fノー sc 重: YRi/ 

!。 へ(sc 設費 nミ8"1

i 7 A L{sζ 義 的諮ミ建 ι2、YRS;g

8 I C:c s仁吏 ik 5YR4 '2 
i 0 主 自立母じ 注守之5活

110 生三 SC テ 2.5YR!1 

11! A !;ZSC 間み

j l~ A [(SC にぶいそ霊 りをIミ

13! .\~'Z SC d上手 こぶ"ぞ主 訂ぐR6;4-

111 ARsc に亀主子 :"，YRU4 

.i5i A0.3望 議 2.5YR6/f 

16 j A立 sc 5星 グ:手話 5YR6/2 

17] A!えsc 言語 務赤?宅 三5YR5/示

18! A l主sc 巧 ヂを SYR7';{5 

泣 1i s[{SC3 にふλ 主綬 。YR7/2
2!B住 SC3 Pす S):"Riヲ/と

l' 3 i B fズSC3 明霞 五Y良

1 4 βi豆SC3 声山平 5γR7ノ6

I 5 s，く表 にぷ¥.->1:を拷 ミ.iYRi，:T
， B 5た議室1 10'1'民

i 7 B 者 f言 5YR66 

見 B註 SC2 雪量 ぷい褐 3YRi('~ 

9 1 B三表 詑摂 lOYR7i2 

1O! B:K3層;翠 L歪 5YRG/fi 

111 B 揺 さ警 z手 2.!)YR5，'8 

12! B己 b手，芸 ぶい賞者安 lf>YR;-/.1 

13: B区 SC3 斐 ぷい金援 lOYWiノ3

14 j sメ; 続発 ザ去 5YR6/G 

15 i B京3病 i 宣言 い百三 i 

16 i B区ふ寝 ?主将 議 5YR6 '6 

17 i B [丘町、3 i翠 本書 5YRf，/6 

18: B I考毛L雫 才 :'?3YR61お

! 191 B区 3寝 き是 iうYR6Ji

第:1 Cむち sc ~ 今寺 ぷL、設 ょOYR!)，14

: 2 SCl 高士ヰ *'~?' lOR6ノ6

3!C[{S仁2 謡 i 持 ;;YR6/f) 

! 4 c scフ 盤 i 弘乙 2.5YR6 8 

51 CL'UI層 豊 ぷい吉野 ìYR7<~ 

{) j C iきSC2 百三日吾除 ふり』、場 YR4.'ct 

i 1 c;支SC2 ヨ霊 2.SYiミラ
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3環石田高原地震の調査

(1) 調査擁要

石田高涼池宮:は，集落が乗る抵台地の東1~1j 1H~地部に相当するっこの;地域は，平成 5 年授の犠鉾Jl l

合整嬬事業に伴う発掘調査によって先鞭が付けられた。この調査により，原の辻遺跡、が多重の環濠を

めぐらず巨大環濠集落であることが判明するとともに，東側から集落に至る道路状遺構の発見など，

重要遺講の発見が相次いだ。しかし，この調査は抵台地の縁辺部分を中心に実施したもので，東側へ

の遺構群の展開には不明な点が多かった。そこで，平成14年度J-j、降の調査研究事業では，石田高原地

区を対象に東鶴への遺構群の展開およ

発掘調査を実施している。

ながりを把握することを日的として，継続的に

本年度の調査包〔は，抵台地の北京低地きr;に設定した(第2図L平成 5年度の詩]査で 5号溝とした

環濠が検出された地点で，この調査区の東闘に隣設して，南北20m，東西40mの調査[乏を設定した(第

50函)0調査前積は700nrで、ある。この調査Kを東西lこ3つに分け，西制から A . B . C区とした。

また，平成2年の災害復旧に伴う緊急、発器調査の際，三ド或 5年境検出の 5号溝よりも高額1](低台主主

張引の壁面で，弥生時代中期~吉墳時代前期の大量の t器にff0て，環濠らしき士震の落ち込みを確

認しており，この延長!こと推定される地点に D[l~F 区まで 3 カ所の調査区を設定した(第50図)。

D[Rは調査両手責45nfで，北謀部における環濠の展開を検討した。特に現状での抵丘度先端部1"'，j近

に位置していることから この丘陵の北端を迂回して西側低地の環濠群とつながる遺構の検出が期待

された。そこで現在の低正i壌に対して環濠がどのようにめぐるのかを探るために設定した。

E区は平成 5年度検出 5{;.溝の酉棋に隣接して設定した。面積は601立で、ある。平成 2年の発掘調査

により壁面で検出した環濠の展開を採ることを H的とした。

Fr誌は，乎成 2年の調査で確認した環濠の北部に隣接する地点;に した。また，この地点は平成

5年度検出の 5号濯が西側に大きく蛇行する地点に担当し， 5号濯の西宮wラインの検出と平成2年検

出環濠との関連を探ることを B的とした。調斎[]TI積は105m
2で、ある。

その結果，A ~C 区および F で環濠を検出した c A 民~c[Rでは，低台地の裾;こ治って 4 条の

環濠を検出した。また，この環法理没後に諜群が大量に投げ込まれていることを確認したが， 8 ~ 9 

世紀以降の新しい時期の遺構であることが分かったo F反では，南東j鴇で環濠の・部を検出した。弥

生時代中期中葉の土器がまとまって出土 L，平成2年検出環濠や平成 5年度検出 5号講と時期的に合

致することから，両環濠の合流地点、と考えられた。 D区および五区では遺構が検出されなかったが?

とくに D[Rで遺講が検出されなかったことはラ弥生時代の抵台地北端部が現状よりも北関に持びて

いた可龍性を示唆するものであったc

以下，調査立毎に報告を行い，遺構群のつながりや持摺却の変遷についてまとめることにする。

~99~ 
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(2) 調査臣ごとの成果

.A 区~C 区

先述の通り， A lK~c 区では 4 条の環濠を時認した{第51盟)0 検出 11震に SD 1 . SD 3・SD4・SD

5である o SD 2はA註南西端で検出した溝状遺構であるが，後述するトレンチ課査で SD3と尚一ー

であることが明確になったため， SD3とした。遺構の検出状況は， C SD 1については帝状に伸び

る明確な遺講として判餅できたが，APZ・8区の SD3~SD5 については，環濠検出レベルよりも上

位に礁群が密に堆積しており，環譲検出には国難を極めた。また，遺構検出面も if::l水FU面で足助;状の

シミが面的;ニ広がる状況で，環i豪の j訂以~な広がりを i再薙に捉えることはできなかった。そこで，

が伸び、るものと誰測された地点にトレンチを設け，岩盤留まで掘り抜いて土震断隔で、環濠を確認する

ことに Lた。設霞笛所は， A皮 SD3・SD4を断ち割るトレンチ A， トレンチ Aを東側に延長し B

区に設定したトレンチ B，A rz: SD 4 を!主~ち割るトレンチ C ， B [豆 SD3・SD5をi研ち密iるトレンチ

D， C I2<~SD3 を断ち割るトレンチ歪である(第51 罷)0 遺構の詳細を報告する前に調査i互の基本土

層および各トレンチ内土層について説明を加える。

①基本土層およびトレンチ内土層(第52図・第53図)

A 区 ~C 区は，現地表揺から約 1mほどの諜さまで、近年の造成土が堆積する(第52盟L，この層は

黄揚色系の色調で，拳大から人頭大の撲を多く含む。平成 5年疫の調査終了後，水はけの悪さから

を造成したことを開き取り調査で確認しており，その擦の堆積物であろう。 B区と C区の北側境界

付近は 1層が2m，!:jl二にわたって厚く堆積し遺構検出部よりも下位まで伸びている。この部分につ

いては大きな寄り平を受けたものと考えられる。

2 層以下については，基本的に r~1tから近現代の;永田面および床士で構成される。水沼面は鉄分を

多く含む赤褐色系の粘質土であるのに対して， j示上は黄褐色系粘賀土で、鉄分の混入が:少ないc 21苦か

ら7)習にかけてこれらの土層が交互に堆覆しており.床土の堆種状況から水沼畦間半と考えられるもの

も存在する O 時期は明確にできないものの，少なくとも 4枚の水田揺が確認できる。いずれも弥生時

代の遺構よりもげ立に堆種する水FFI認で、あり，弥生時代に過る水田部は確認できなかった。

8層は磯群である o A区全面およびBL>Z南半部を iや心に堆積していた。際群は水曜を受けた円磯

を中心に講成され，磨石・出石・議ィ;iに転用された石器も数多く含まれていたc また，石製支縛も栢

当数含まれており，土器も弥生時代ヰlWJ~古墳時代前期を中心に数多く出土した。 平成5年度調査時

の所見でも環濠上層に繰詐が堆積する隷梧が報告されていることから?当初弥生時代の遺構として謂

査を進めた。しかし，礎群に介夜する弥生土器は小片が多く.接合する値体はほとんどないことや，

遺物に鉄号、が付先着するf7tlが多いことから， J:. l1Zに堆積する水田頭との関連が詮百されることとなったc

その後，出土遺物の整理か進むrt1で，8 t帥己へ 9世紀にかけての須恵器片が見つかりタこれらの諜群

は占代以i翠の新しい時期の遺構であることが判明した3

8層諜群の下{立に弥生時代の環譲が存在するが，この環譲の堆積状況を確認するために 5本のトレ

ハリ
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ンチを設定して調査を行った。第53毘は各トレンチ内の土!言iえである o 1繋君干;と弥生時代環濠の関採辻，

トレンチ Dの成呆を参考にすると.諜詳の宣ドに灰白f主主日i質土 (2)選)および、鉄分を多く含む明黄

褐色粘質土 (3' 層)が堆積し，この 2層を挟んで弥生時代の環譲が擬部されている。

環i豪据青Ij以前のよ佐積層は，混入物の特酸から大きく 3枚に分けられる(第53図)0 は黄褐色

粘質土(3層)で，環濠はこの認から掘り込まれている。その fに堆積するのは腐植土層(7層.7' 

. 9 ~吾. 9'層)である c トレンチ E甫1J1!Jでは，この寝檀土層を二分するように粘質士(8 

が堆横する。ちなみに， トレンチ E7層からは，後諮問石器時代のノッチドスクレイパーが1点出土

している。腐植土層の下位には，腐植と粘費二i二の握合層(12層)，さらに下には緑灰色砂費土 (13層)

が堆覆して岩盤に達する。 最下麗に堆覆する総灰色砂壁土は， B ヒ‘i主 ~C 区南半にかけて検出した

ものの， As:や B[，zの南端部などア当時の丘陵裾部分を考えられるところまでは分布していなLミ。

環議iえj覆土は， SD3・SD4・SD5は堆積状況が類献している(第53題)0褐氏色系の粘質ゴ二を

体に，下層に属糠漬じりの粘質土が堆積するものである。 Lたがって，これら 3条の環譲は掘出時期・

埋没時期ともほぼ同時期であった可能性が高い。

②各遺構の概要・SDl
c区北東鴇で長さ約 9mにわたって険出した(第54堕)0幅 2m，検出面からの深さO.55mで、ある。

当初は，土唇の堆積状況と床面の勾配を探るため，諮問トレンチと東鰯トレンチの 2カ?丹の調査を行っ

たが，西側トレンチで地LLIに類恕した粘震J二(3層)が検出され，土塁崩落の可龍性が考えられた

ため，再トレンチ間の 1層および2層まで掘り下げ 3層の面的な広がりを確認することにした。

SD 1の断面7訟はj記r'Hf;で，一上層!プ手は傾斜が殺やかで、あるが， 下半は{哀斜がきっくなってい

る。土層は 5層で講成されるが，ゴ:層の堆積;状況や遺物の出士状況からと f2枚に分けることができ

る。上層は 1層および2層である。黄褐色系粘質土とカーボン準じりの黒掲色粘賀土で講戒される O

遺物Lt，2層下00から古壊時代前Wlの遺物がまとまって出土している。

3層は蕪遺物層で地LUに類似した黄褐色粘質とである c 東関トレンチでは確認できなかったもの

の，茜鱒トレンチでは高館鋒留から流れ込む%でよ註覆した状況を確認できた。涼の辻遺跡で{え西1WJ

低地部の調査でも持禄の堆積状況が確認され， i二塁の可能性が指摘されていたものの，面的な広がり

を確認する調査は行われてこなかったc そこでタ東西トレンチ間で3層の広がりを確認したところ，

頭部トレンチ東壁から約1.5民地点で途切れることを確認した(第54思)0厚さもlOcm未満と非常に薄

いことからヲ土塁の場審堆讃物でiまなく環譲の誌lJ言が崩落してよ主積した層と判断した。

下層は 4層・ 5層が対応する。 4"吾下層にカーボンが集中する詰所があり，この部分を中心に弥生

時代中期の遺物が出土している o 5)吾は遺物をほとんど含まなかった。

l07~ 
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このように， SD 1は称生時代111期と吉墳時代前期に掘削された環譲であることが明らかとなった。

弥生時代 ~~1期に断面 V 字の環濠を掘削したものの埋没し吉墳時代前期には弥生時代中期の環濠よ

りも幅広に浅く一掘り直したのものと考えられる。

第55図;土， SD 1出土遺物である。れま小片であるが須玖 I式i占段階のものか。下層から出 Lたc

2 は「く j の字i二j縁の棄である。内外需にハケメを残す。 3~5 は布留式の棄である。ロ縁部が内湾

し，腕部内面にケズリが認められる。 61訂正踏の高1不もしくは台付鉢であろうか。給土精良で~T:'i手な

作りである。 7は陶質土器である。縦方向の平行タタキの後横方向に沈毅を 5条巡らす。沈殺はらせ

ん沈線と推測される。 8~11 は底部片である。いずれもわずかに上げ底であるがほとんど平底に近く，

底部の厚みも薄し当。弥生時代中期後葉の土器群で、ある。 12・13はお杯開部。 12(ま厚みがあり内面には

シボ1)痕をとどめており，弥生時代ftヨ期に属する J 13'ま薄手で内面まで丁寧になでている。興}の下端

部;で外鰭に毘i聾することから，占墳時代前期の高杯であろう。 14は平;坦E互に議打痕を残す誌石である。

15は完形の鍋識で，上層から出土した。 薄手で関誌斜め関。基部長と身部長の比率誌はほ 1対 lであ

る。

.5D3 

A 区~C 医南西隅にかけて検出した(第51 留) c IÞ~~2. 5m .輸出面からの深さO.75mで、ある。 c

B区にかけては南東から北西方向に伸び、るが， Al又で、{立大きく北側に湾曲する o A [又の最上層には，

占墳時代の流路に特徴的な黒褐色土が浅く堆積していた(第53図)0時期の手がかりになる遺物の出

土はみなかったが，土麗の堆積状況から SD4・SD5とほぼ同時期と考えられることから，弥生時代

中期~後期後葉にかけて環濠として機能し，古墳時代前期には大半が理没するものの，浅い流路となっ

ていたものと考えられる。

.504 

A区北西隅で検出した(第51層)0平面iプランでは明確に環譲と判断できなかったが， トレンチ C

に基づけば，頼102m，検出面からの涼さO.46~O. 74mと考えられる(第53題)0A 区~問、IJから高

額IJに直線的に伸び¥議査註外に抜けていくものと考えられる(第自国)0SD4の南関での器廃につい

て辻， SD4の堆積状況を 8区SD5土層と比較すると，両者が類似することから， SD4はいったん

調査亘外にtHるものの，南倒で SD5と接続するものと考えられる。

遺物は弥生時代 ιl1期 qJ葉~古墳特代前期にかけての土器が出 iこしている(第57留29~48)。誌のよ

うな鎮恵器も出土しており，後世の謹乱を官E受けているものと考えられる。 29は弥生時代後期前葉

の翠で，稿部の一部を欠くもののほほ全体7ちがうかがえる o rくjの字口縁で稲部は丸みを;;苦び、つつ

平成の底部に至る。胎土に金雲母を大量に含んでいる。 34辻弥生時代後期後葉~終末の器台で、ある。

仁i縁部および底部を欠く O 全体的に厚みがあり，銅器上手で大きく開いて受け部となる O 内外l函とも

ハケメが残仏関部内面にはシボリ痕も確認できる。 32は弥生時代後期前葉の翠口縁部である。[く j

~1l0~ 



の字口縁で、しl縁i宣下に:三角突苦を有するが，口縁部内面が突出しており，口縁部が二股iこ分かれてい

るように見える o 41は吉墳時代前期の高杯脚部である。低1郊で脚部下端は外観に大きく屈臨する。上不

底部には焼成後の穿孔が認められる O 直笹3mmと非常に細いことから，錐状の工具で苧孔したものと

考えられる。なお，表裏とも丹塗りを施す。

.S05 

A 区~B 区にかけて検出した(第51 図)otl誌を礁群で覆われおり， A[[については諜群を全て除

去して平語プランを議認したものの， BI2<:についてはトレンチ D以外は磯群を除去しておらず，環

濠の展開については未確認である。しかし， A[てでは SD3と約 1m前後のi習福を保って許走し， B

Eトレンチ Dの揖り込み部分でも j可禄の詩編であることから， SD3と間接，南東から北西に向けて

B立を構断した後， A l乏にいたって北とするラインが想定できるっ SD5は按IHOOで11I話1.6m，深さ0.68

mで、ある c

遺物は A区磯群i詮去後の環濠検出題を中心に大量に出土している(第56[翠)0弥主持i-trl!期中葉~

後葉(1 ~10) および古噴時代前期 (11 ~28) の 2 時期が主体であるが，特に吉士長時代前期の遺物は

残りがよい。 12~15は布留系の歪である。いずれも口縁部が内湾気味に立ち乞がり，胸部内面にはケ

ズリの痕跡が残る。嗣部外面は上半がヨコハケ， -y半がタテハケを基本とし， 12のように波状沈線を

巡らしたり， 13のように沈譲を意識した細しミハケメを施すものもある o 16~19は壷である。 18は口縁

部が内簡に届畠する袋状口禄査で，タトj面には丹塗りを誌す。 16・17・19はi11I室系の二重口議選である 0

17は[J縁部と頭部の境に三角突帯を貼り付け，口縁部はうfも反する。頚部直下内面にはケズリの痕跡を

とどめる。 20・21は小型丸底壷である o 20は胸部径に対して口縁部が大きく開き，腕部内面はケズリ

調整である。 21は丸みを帯びた制部から，口縁者15が内湾しながら短く立ち上がる。胴部内面はケズ 1)， 

外語辻ハケメ調整ののち丹塗りを誰すc 23は完形の高杯である。脚部は下端部付近で外側iこ屈曲しラ

尽き1;も底面から屈!tlJして立ち上がる。杯部は岩出部以上が長く，結呆としてよ不部自体も深くなる O 調

整は脚部内面にシボ 1)の痕蕗:をとどめるものの，全体に丁寧なナデ調整で、仕上げ，土もきめが縮か

く精良であるc

.操群

磯群の特徴については，基本土層の項で、述べたので、割愛する。ここでは諜群出土遺物，特

金属器を中心;こ説明を加える c

第58罷~第59留には諜群出土遺物のうち，石器・金属器・骨角器・カラス製品を掲載した。 65・66

は黒曜石製の打製石識で、ある。いずれも扶りの深い間基識で謂整も身部内出ーまで丁寧に行い，断面レ

ンズ状に仕上げている。 67は属平片刃石斧で上半音j~を欠損する c a 1主It土全体を入念に研磨するものの，

b ffiiにはバルブゃの一部が残り，研磨もフィッシャーの凹凸を平滑にする校度でとどめている。 69のよ

うな頁岩製縦長剥片を素材とし，剥片縁辺認を刃i部にしたものと考えられる。 68は重量20gにも溝た
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ない小型の九州型石錘である。凝灰岩製で，劉屈のを欠損するものの平面彰は詰形である。 体部

の上位と下位に穿孔し，表裏の穿孔部を繋ぐように i二面と下面を経由する沈線が巡る。 69は貰宕製縦

長片である。節理と産交f子向に剥離し a面 .b屈には蔀理が縞;1犬にみえる。打面は自然冨で打題

調整は行っていない。 1~ij面には節理屈を残す。 弱j片本来の横断liii形は模形で、あるが， a j島側縁や b

面;右側縁から調整剥離を加えることで，厚みを均 -1こしようとした意図が読みとれる。 67のような濡

平片刃石斧や石撃など小型加工具の素材であろう。

70は頁岩製石核である。角柱状で2屈の作業面が確認できる。いずれも作業I扇も五核の節理と度交

方向に剥片を生産している a面は作業爵に対して鋭角な岳然lil]を打i耐とし， 3牧の剥片を生産した

痕蕗が残る。国rl1の1iから右へと瀬番に科書官している<0b面は打面が al扇と180
0

異なる"b雨の打面

は折損しているため謁整の有無は確認できない。 2枚の科)?を生産した痕跡を残すが，剥片生産後，

左1~U縁からの粗いま1離を施しているっ石核の両側面は節理面である。この石核から生産された剥片は，

69のような縦長剥片で¥これを素材として67のような扇子片刃石斧や石撃などを生産していた。この

石核の出土により，京の辻遺跡で石製小型加工具を一貫して生産していたことが明薙となった。

71・72は石鎌である。いずれも切先付近の破片である。刃部および背面を入念に研麗し，身部にも

一部研磨が及ぶものの，大半は部理由をとどめる。いずれも頁岩製である。 73はお剣の基部である O

再開縁を諒打して縮身にし，主j音tとの間に斜め関を作る。全面におf療が及ぶものの，刃部1i近のみを

を斜めに研ぎ出して鋭利な刃を付けており，横断面は扇子な六角形となる。 74~76は石斧で、ある。 74

i土}'{岩製の柱状片刃石斧未成品である o a面を中心に入念な謡整剥離を加え，護報つぶすためのi量打

も残る。 b蛮およびc屈には研!套痕が残り，持に b面は平坦に研磨している。 75は両刃のf是認斧で，

身部に剥離痕をとどめるものの刃部を中心に入念な研磨を加える。 76は玄武岩製で，扇平な諜素材の

両側縁から謡整剥離を加え，さらに鼓打して浅い扶りを作って装着部とする。研磨は身部まで一部及

ぶものの，基本的に刃部形成に重点を震いた研磨である。刃部には折損後鼓打痕が面的に広がってお

り，鼓打具に転吊されたのであろう c

77~81 は錦鎮である G いずれも存茎畿で身部が二等辺三角形になる点は共通する。身部長と基部長

の比率はほとんどが1対 Iに近いが， 80は基音ISがかなり長く特異な初jである O また， 78は鋳型がずれ

たことにより，表裏で、錨の位置が左右にずれている 82・83はL、ずれも鋳造鉄斧の鼓片である。 82は

側面の破片で，量産方向に立ち上がる体部の長跡がわずかに観察できる c かなり摩滅しておりはっき

りしないものの，下端部は鋭利な片刃i犬の刃部がついていた可能性がある。鉄撃もしくはヤリガンナ

に転用されたのであろう。 83は刃部nで幅狭・小型の鋳造鉄斧片である。かなり被損するが，中空の

袋詰の痕跡が残る o 90はアワビオコシの体部j十である。説、骨製で南関絞はほぼ平行である。 84~89は

装身具類である。 85~87はガラス小玉で， 84・85・87はエメラルドグリーン， 86はコバルトブルーで

ある o 88・89は管玉である。 88は凝灰岩裂， 89は碧王製である。

第59菌91 ・ 92は磐石類である c 同諜の平坦揺にフラットな控訴え痕と鼓打痕が広がる。 93~97(土石製

支持である c いずれも多孔質玄式岩製である。突起を部りだしてつまみとするもの (94~96) とつま

116 
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第64密石田高原F区SD6出土遺物@

みを持たないもの (93・97)に分けられる。また?器高を基準に大型 (93・94・96)と小型 (95・97)

に分けられる O このようなバリエーションが存在するのは，時期差や{吏用方法の違いなどが考えられ

るであろう O

諜若手は，先述の通り古代以降に形成された遺構である。諜群がこれら弥生時代の遺物で構成される

背景には，原の辻遺跡の生活域である抵台地上や低減部の開発が8 世紀~9 世紀にかけて活発に行わ

れ，その際出土した弥生時代の遺物を当時抵湿地であったと考えられる環濠埋没面に投棄して，地盤

の安定を留ったものと推測される。

-OI&'EI& 

平成 5年度調査区の北西部に設量した調査区である(第50詔)0遺構群の西鶴への展開を確認する

ことを目的として設定したが，明確な遺構は薙認できなかった{第60盟)。土辱は現代の水田両と床

土で構成され，いずれの調査区でも地表下約20cmで岩盤に達する o D区.E r>(罷辺は，現地形の観察

でも大きいところでは 3m以上削平されていることは確実で、，本来遺構が掘削されていたとしても削

平の影響を受けたことは想像に難くない。しかし，薦問に韓長する F反では，後述するとおり環譲

および1二坑の一部が確認されていることから， D区.E [乏には元々遺構が存在しなかったと考える方

が妥当であろう。なお，出土遺物は耕作土層中から弥生土器が出土したものの，いずれも小片でi密化

に耐えうる資料はなかった。

• F区

平成2年調査地点北側および平成 5年度調査区西哲!Jにi建接する調査区である(第50図)0 土層は現

水田頭および床土からなり，現地表部下約20cmで、岩盤に る。調査区南東i鴇で環濠 1条 (SD6) 

とSD6の茜鱒に捺接して土坑 1基 (SK1 )を碍認した(第61臨)0 SD 1 ，ま，茜鱒ラインの‘吉15を検

出しており，東1lmラインは平成5年度謁査の 5号j葺に該当するものと考えられる O 東半部は検r':l-lmi下

約45cmにわたって龍平を受け，地ulに類、f試した黄櫨色土(3層)が造成されており， SD 1の包含層

-121一一
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にう子かは深いところでも約40cmにすぎないc 掘方は二段掘りで，階段状の断面となる c 土層は 3

に集中しと2以下は褐灰色系の粘質土で、ある。遺物は 12 最上層に砂質土が堆掻するものの，

ていた(第61髄)0

となるのは中しているが，SD6 からは，弥生時代前期後葉~fi"期後葉にかけての遺物が/J\

倒的に(第62図・第63菌)0器撞構成では期初頭葉の域ノ越式~須玖 I式古段階の資料である

出土最は少ない。また， 32.誌のように，護桔の鼓片も出土(';1f不も組成に加わるものの，護が多く，

9は板1'1耳b式と考えられる1:器で， SD6の中で、は最一占の土器で、ある。口縁部は外反し，している c

色の誤科が付着する土器である O2 (土器表面~下端部には粘土を貼り付けて若干突出する 3

頁岩製縦長剥片の剥高fr訴を研磨している。 bjj'立の研磨は入念第64歯521ま扇子片刃石斧の未成品で，

であるが a[討には誕離面の(官Eが残る o c TI宣は節理屈であるが，節理の軟質部分を除去して入念に誹

麿している o 53は扶入柱状片刃石斧の未成品で，基部付近のみ残存する o b顕の体部中央の稜線上か

上芋:部を Wi~kえる。丘屈は白然面であるが，ら南側面にかけて調整剥離を加え，横断面略三角形に

に剥離している c この部分が扶 1')になるものと考えられる。全体的に剥離調整の段潜であり，議打・

されたものと考えられるr.54のアワピオコシは，1s1J麗が下方に向けて徐々訴轄に至る言立に欠損し，

関商観は直線的で、ある刃部付近と考えられる。 i両側縁はほぼ平行で、，に厚みを減じることから，

ち込みことからピットの可語性もある

(第62盟1)。(第問題)0 j奈さは15cm程度しか残存していない。須玖E式の底部片が出土している

122一一

く中央部がさらにSK l!土真径約 1mの措円形~1二坑で，



-その弛の遺物

主要剥離面から第65図 1は，後期IEl石器時代のノッチドスクレイパーである。続長剥片の鵠語に，

トレンチ Dのn吾から出土したもので，層位i拾にみて少なくともを加えて扶:りを作っているつ

31まを加える c2は打製石録。 J苛禄部を iトL、;こ入念な環譲掘削以前の堆積層からの出土である。

立岩産石包丁と考えられる。刃部付近に最太長を有し，穿孔は錐状工具で表裏両面から行っている。

5は檎i葉%鉄畿であるがa語左銭面Hこは関がつく。基吉rs断冨は矩形で摩み5~7 は鉄製品である。

があるのに対ーして，身寄11は雇平なレンズ状になることから，鉄替の先端誌を鍛打して製作したものと

えられる。また，形強的に鋸娠に類似しており，鋸験を模倣して製作した可能性も考えられる。 6・

円形の袋詰が残存する。身音I~は方形であるが鰯揺がやや扶6 ，ま基部付近の;技庁で，7(土鉄撃である。

れている c おそらく，袋部を作るために身部を鍛打した際にヲ圧迫されて身部の表裏面が鱒函に突出

5のような鉄鉱製作用の鉄素材の可能性7は鉄撃先端部で、断面矩形である。したものと考えられる O

も考えられる。

結‘、
z
s
z
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平成 5年定調査時の検出遺携に基づいて，東館や西鶴への遺構若手;の展開を石田高原地区の調査は，

より函館では， FI~で 5 号講の茜鰯結果として，平成 5年度検出の 5諜ることが自主きであっ

，東側では 3条の環濠を新たに検ラインを検出したものの，新たな遺構は発見されなかった。

出することとなった。ここでは，本年度検出遺構群と過去の調査において検出された遺矯群のつなが

りについて検討した後，北東抵地部における遺構群の時期的な変遷を概観しでまとめに代えたい。

①遺構群のつなが ~J

北東i丘地部において過去検出された遺構詳と，本年度検出した遺構群を合成したのが第66堕である。

この平面分布と，各遺構の出七土器を考寝しながらつながりを推測すると，次のようになる。

高→

(H 5) - -SD 6 (H16) 一一 3号溝 (H 5) 

LH2嬰i畠薄 . 2号溝 m5)

←北

2号講 (H7)一一一一一一一一一

沼状落ち込み (H7)一一一一一一←~!

l一 S釦D4 恒Hl附6引)一 S印D5 (ほ狂立由1

L一 SD3 (H16) ---~-_..._-~ 

3号i葺 (H7) 

4号溝 (H7) - SD 1 (H16) 

5号溝 (H7)- 6号講 (H5) 

そ低台地の裾を巡る遺講群li，平成 7年度調査区で検出した活状落ち込みが南鵠で 3つに分岐し，

(H16)付となる。さらに 5号;茸 (H5) は SD6、もt'
J

ρ
hり

1
1よ行(H16) ， SD 3 れぞ'tl5号:-i:奔 (H5)， SD 4 

るものと控

(日(H16) . SD 5 は，本年度調査区 B'C区南翻付近で SD3

-123 

出して者間の 2号溝 (H5) 近で東西に分較し，西1~Uの支流が H2 壁面器を

(H 5)束儲の戸
J 挺されるミ
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弥生時代中期

弥生時代後期

古壌5寺代前期



16) と合流するものと考えられる。甫慨への展開については誰測の域を出ないものの，覆土の特殻や

堆積状況の類似性から 2号溝(H5) と併走して 3号議 (H5) に長続するものと考えられる。

東館では， 4号溝 (H7)と SD1 (H16)が接続する o SD 1 (H16)は弥生時代中期と吉壇時代前

期の土器が出土するのに対して 4号講 (H7 )は古墳時代前期の土器が出土している。したがって，

両者は古墳時代前期に按続することは時違いないものの，弥生時代中期のつながりは不明較である。

この時期には， SD 1 (H16)が北西の沼状落ち込み (H7)の方向に伸びていた可能性も考えられる

だろう。さらに東'sii]でLi，5号ji寺(H7) と6号講 (H5) が接続する。 6~予溝 (H 5)からは，弥

生時代後期の土器が出土しているのに対して 5号講 (H7)で詰時期の明薙な遺物が出土していな

い。しかし，両者の際語形は逆台形で共通することから連の遺構と捉えた。

全体的な傾向として，北東低地部の遺構群は，基本的に低台地の裾ラインに沿って，北から南東方

向に大きく i毒菌しながら展開する点で共通する。しかし，東鱒での遺構群の展需が比較的単純である

のに対して，西1~tlの遺構群は分i校・合流を繰り返し，非常に複雑な様相を示す。このような様桔の違

いは，東側と西側で環濠に機能差があったことを想起させる。

①北東低地帯遺構群の時期別変遷

最後に，北東低地部における遺構群の時期的な展毘についてまとめる(第67図)0 

弥生時代中期には，低台地の据付近で沼状菩ち込み恨のから 3二本に分岐して海流 L，本年‘度謁

査区南場部付近で分i岐・合流して，最終的に 2号j幕直5)・ 5号講 (H5) ~ 3号薄 (H5)の2本

に収散して南側へと展開するの東部では， SD 1 (H16)が西鱒の遺構群に沿うように南北に伸びるが，

この環譲も北関で沼状落ち込み (H7)に接続するものと考えられる。床面レベルの勾配から水の流

れる方向を検討すると，若干の円凸はあるものの，ほほ北から南へ向かつて緩やかに傾斜している。

したがって，詔状落ち込み (H7) を記点に，南鱒へ意図的に水を流していたものと考えられ，知御

的な役害日や農業清水を確保する話的が強かったものと考えられる。

弥生時代後期には，語閣においては中期と向様の展開を見せる。束縛では SD1 (H16)が埋没し，

さらに東鵠で 5 号瀧(日7)~ 6号溝 (H5)が掘制される。この環譲は，iB状藩ち込み (H7)に接

続せず，室接i播鉾JI!河道に伸びていたものと考えられ，この点も中期の SD1 (H16l とは異なる点

である。後期段~皆での環譲床面の傾斜は 西側遺構群に関しては後期包含層が特定できないため検討

できないものの，中期段階と培ぽ同じラインで展開していることから， rt期と向じく jヒから寵へと流

れていたものと考えられる O 東部では南から北への流れが想定でき，排水を呂的とした可能性が高い。

古墳時代前期になると，西鶴遺構群では!U環譲上富に流路が形成されるものの基本的;こ埋没し，茜

慌で SD1 (H16)が再掘削される。古墳時代前期の SD1 (H16) は，弥生時代中部の環譲に比べて

浅く，立ち上がりの勾配も緩やかであるつしたがって，この時期になると訪調的な註格は極めて薄く

なり，生活用水の薙謀や本出経営に伴う用水路など，生活字に密著した性語へ機能的に特fとしたものと

考えることができるであろう。
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第 9表石田高原地区出土遺物観察表①

土器
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第四表石窟嘉麗地産出土遺物観察表②

上祭
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第11表石田高原地区出土遺物観察表③

七設

ガラス
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めとまN. 

原の;土遺跡の居住域である低台地上に 2箇所，環i豪群が展開する北京低地部に l

各地医の調査成果について辻館前に検

本年度の調査は，

九合計1，770mノにわたって調査を行っ詰所の謂査医を

ここでは問題点と今後の課題を提示して稿を関ヒることにする。

原地区の調査成果と問題点

涼地包では，祭儀場帯端部の調査を行ったυ その結果，弥生時1-1::中期には南関に「コjの字形に張

言すを加えたカ三

り出しながら東西に搾び、る環濠，弥生時代終末には王子語プラン隅丸長方形のJ語講状遺揖，古壊時代前

期には講査区中央付近で途切れる溝へと変遷することが明らかとなった。 原の辻遺跡の生活域である

こtlこのような溝状遺構が長期間にわたって複雑に展開する箆所はほかになく 9低台地上において，

な意味を持つで、あろう。らの遺構群の評錨Lt，原の辻遺跡の構造を担援する上

弥生時代中期における出土遺物は土器が中心で，器種講成はう室が主体となる。 HJj土土器全誌に !Iiめ

る丹塗り七器の割合も低く，この傾向は低地m~で検出される舟史的な環濠の在り方と共通する。[コj

県吉野ヶ呈遺跡をはじめ，各地の弥生時代集落で確認

に伴う何らかの構築物が存在

えられる擁立柱建物が建てられる事例が多い。今同検出し

-
J
 

)
 

:
 

されており，張り出し部分には物克櫓と

た遺講でも，張り出し部や環濠の床面からピットを検出して

した可能性は高く，地の遺跡での事例と共通点は多いc ただし，

の字形もしくは半円形に装り出す環誌は，

ピットの直窪はlOC111のものが主体で

深さも設いことや，配列が不境問であることから，恒常的で規援の大きな構築物は想定しがたい。

査豆周辺は壊の辻遺跡の最高地点に位置し，関西の平野を見捜せる非常に見培らしのよい場所である。

このことが大規模な講築物を作らなかった理由と一方で，季酪風の影響を受けやすい場所でもあり，

えられる。

弥生時代袈末の関溝状遺構は，南北8.5m，東西7.2mの偶丸長方形に復元で、きる。題詩内出土遺物

ぼ詰抗する

この時期は実用的な空間利期であったとして考えられるであろう。いずれにせよ，

となるが，昨年度調査時の出土造物を勘案す

衰の占める割合がかなり高かったものと考えられる。昨年定調査時の出土土器の中には，

は土器が主体で，器種構成は壷と

iJ縁tltえ

土器を廃棄する擦に何らかの祭詑部を意密的に打ち欠き， f本部に穿孔Lた大型の牽が出土しており，

が行われたものと誰測される。このことは土器以外の遺物からもうかがえる。特に長軸方向に湾出

した鉄鎌や，恵みが均一で、ない鉄剣など，

も祭詑の対象となった可読牲がある。しかし，具体的にどのような祭記が行われたのか，現段階で辻

明薙にできない。 過去の調査で、の出土分も含めて，改めて出土遺物の再検討が必要であろう。

こ::rLら品かどうか疑問の残る鉄製品が出!こしており，

古墳時代前期に展開する議;1夫遺構は，調査中央部を起点に高額jjへ不規到な展開を見せつつも，

基本的に東側へと持びる遺構である。出上遺物は土器が主体であるが，器種構成l土吉本・小型短頚壷事

ガラスノj、二五やまランダ小型丸定壷・ミニチュア土器など祭i]ic:系の器樟が主体となる。このほか，

ムに砕いた黒曜石片なども出土しており，弥生時代終末以蜂も祭記空需として利用されていたことを

物語っている。

原地区で発見されたこれら遺構群の意義は，まず，祭儀場とされる場所ではじめて祭組関連の遺構・
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遺物が積出された点にある。これにより，具体的に祭程を行った時期や空需が明確になったものと考

える c 今後は，具体的な祭記の内容を検討する必要があろう c

このほか，祭儀場北半部の遺構若手:の再検討が必要である。この点は昨年度指摘したが，祭議場北半

部のピット群をどのように解釈するかで祭犠場の規模や構成が大きく変わってくる。この点も今後の

重要な課題である c

2貨高元地区の調査と問題点

高元地区の調査成果で重要な点試，抵台地上で譲数の丈化層が存在することをはじめて確認した点

にある。従来の調査で、も，出土費時代前期の竪穴住岩の床面から弥生時代1'1:1期の土坑が検出される事部

があり，複数の持患にまたがって遺構が展賭することは把握していたが， を異にする丈fヒ層とし

て確認したの辻今回が初めてである。堆譲物の摂給が少ないと考えられる低台地上にあって，このよ

うに複数の時期の遺構が文化層として検出される背景には，自然堆積だけでなく，人為的な要因も考

嘉する必要がある。特に，第2文化f認を構成する葉褐色土は，基盤層である玄武宕粒子を大量に含む

もので，この段階の遺構の埋没に捺して，人j習が関与した可能性を示i凌するものである O 今後は，各

文化層の時期を明確にするとともに，遺構群の内容を確認し，人為的な造成を含めた土地改変の震史

を明らかにしていく必要があろう。

3鍾石田高原地区の調査と問題点

北東{民地認の遺構群は，従来の遺構群とのつながりを薙認するとともにア東舘への展開もある

明らかにできたものと考える。行問高原地 ri，南東{民地部を iード心に，調査問究事業に伴う発掘調査

で、継続的に調査を行ってきた。本年度調査した北{民地部の遺講群は，弥生時代中期の段階ですでに分

岐・合流を繰り返す複雑な展開を見せており，同時期の南東低;地部遺構群が比較的単純なのとは対称

的であるむまた，北京低地部と南東低地部の遺講群のつながりについても，ま を子支している。

環j豪雨士のつながりについては，主として土層の堆積状況や断面形態を重現したが，これまでの調査

成果でも明らかな通札環濠は分岐・合流を繰り返しており，途中で止まるケースも見受けられるc

したがって，遺構群のつながりを把握するには，やはり発掘調査によるところが大きいc 特に過去

の諒査で検出した遺構とのつながりは， IH調査i互の一部を調査i互に取り込んで，遺講を再検出して検

討する方法が最も有効であると考える。

4. その他の成果と問題点

最後に，紙面の都合で掲載できなかった自然科学分析の成果に触れておく。本年度はと坑検出種子

の同定および年代郡定を行った。高元D SK 1 (弥生時代中期前葉)から出土 Lた炭化コムギを加

速器質量分析法 (AMS)で測定したところ， 2080土40fJ-'-BPという鐘を得た。コムギの年代としては

かなり言いもので，思の辻遺跡の農耕活動を考える上で興味深い成果である。今後機会を見つけて成

果を公表することに Lたい。
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